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午前９時 30分 開会 

 

○委員長（池田忠史君） 

おはようございます。 

昨日に引き続き、本日も予算特別委員会を

始めたいと思いますのでよろしくお願いいた

します。 

ただいまの出席委員は６名であります。定

足数に達しておりますので、昨日に引き続き

予算特別委員会を開会いたします。 

昨日は、第 18 号議案、令和８年度豊能町

一般会計予算の予算説明資料 114 ページの生

活福祉部まで終了いたしました。本日は、

115 ページから 163 ページまでの都市建設部

及び 164 ページの出納室、165 ページ、166

ページの吉川支所が所管する事業から審査を

始めます。 

それでは順次説明を求めます。 

杉本主幹。 

○建設課主幹（杉本 崇君） 

おはようございます。建設課道路グループ

主幹、杉本です。 

それでは、令和８年度予算についてお配り

しました主要工事の予定箇所の図面と、予算

書、予算説明資料をもとに説明いたします。 

着座にて説明いたします。 

予算書 108 ページ、予算説明資料 116 ペー

ジ、主要工事の予定箇所図面を御覧ください。 

小事業名、ため池防災減災事業です。図面の

左上、吉川地区になるんですけども、山ノ神

池の廃池工事に係る費用でございます。工事

の内容は、池の廃池に伴い、池に水が溜まる

機能をなくすため、堤体の一部を切り欠き、

既存の水路へ接続する水路を構築するもので

あります。 

続きまして、予算書 115 ページ、予算説明

資料 119 ページ、主要工事予定箇所図面を御

覧ください。小事業名２．町道等維持補修事

業ですが、図面の左側１の街路樹桝撤去工事

及び町内全域において町道に不具合があった

場合に緊急に対応する年間維持補修工事と、

根上がり対策を含めた道路の補修工事に関わ

る費用でございます。 

続きまして、予算書 116 ページ、予算説明

資料 122 ページと、主要工事の予定箇所図面

を御覧ください。小事業名、道路舗装事業で

す。図面の左端２－①の吉川地区の舗装工事、 

２－②のときわ台東２号線舗装工事、２－③

ときわ台地区歩道舗装工事、図面右上の２－

④希望ケ丘地区の舗装工事、２－⑤これは高

山地区になるんですけども向町１号線の舗装

工事でございます。工事の内容は、老朽化し

た車道や歩道の舗装の打換え工事が主となり

ます。 

続きまして、予算書 116 ページ、予算説明

資料 123 ページを御覧ください。小事業名、

橋梁長寿命化等事業ですが、修繕に必要な橋

梁の補修設計業務委託に係る費用と、毎年の

橋梁の定期点検に係る費用でございます。 

続きまして、予算書同じく 116 ページと予

算説明資料 124 ページと、主要工事の予定箇

所図面を御覧ください。これは新規事業にな

ります。 

小事業名１．光風台駅前１号線整備事業で

すが、光風台駅へのアクセス通路となる階段

を改修するための実施設計業務委託に係る費

用でございます。 

続きまして、小事業名２．木代高山線拡幅

事業ですが、図面下の３の高山地区の木代高

山線道路拡幅工事でございます。当該道路の

老朽化した道路排水を整備することに合わせ、

道路幅員を拡幅する工事に係る費用でござい

ます。 

続きまして、予算書同じく 116 ページ、予

算説明資料 125 ページ、主要工事予定箇所図

を御覧ください。小事業名、通学路等交通安

全整備事業ですが、図面下の光風台地区にお

ける道路灯の建替工事と道路反射鏡の建替工
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事、図面中央のときわ台、東ときわ台になり

ますけども、ときわ台の東 13 号線の歩道整

備工事でございます。この工事の内容は、老

朽化した道路灯やカーブミラーの建替え及び

新しく来年度から開校しますとよの西学園で

すかね、の通学路に当たる歩道の整備を行う

工事でございます。 

建設課の道路グループからは以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課、吉澤です。おはようございます。 

私のほうからは、都市計画グループのほう

の予算要求の内容を御説明させていただきま

す。それでは着座にて御説明させていただき

ます。 

予算書、予算説明資料、先ほど活用しまし

た主要工事予定箇所図をもとに、主な項目に

ついて御説明させていただきます。 

それでは、予算説明資料の 130 ページを御

覧ください。構成事務事業、小事業名２の町

営野間口住宅フェンス修繕事業につきまして

は、令和７年５月 17 日の豪雨により住宅周

辺のフェンスが破損したため、修繕費する費

用として86万9,000円を計上しております。 

続きまして、予算説明資料同じく 130 ペー

ジ、小事業名３の町営野間口住宅風呂釜交換

事業につきましては、住宅２世帯２件分の風

呂釜を老朽化により交換する費用として 83

万 4,000円を計上しております。 

続きまして、予算説明資料の 134 ページを

御覧ください。構成事務事業、小事業名１の

公園・緑地・街路樹等管理事業につきまして

は、町が管理してます公園５地区 42 か所の

公園緑地と、それから 36 か所の除草、すい

ません、失礼いたしました。町管理の公園５

地区 42 か所、それから緑地 36 か所の除草剪

定などの維持管理、それから公園灯の電気代

やトイレ清掃等の維持管理費用として 3,679

万 4,000 円を計上しております。前年度予算

と比較して主な減額となった要因としまして

は、街路樹の管理費用を建設課道路河川グル

ープのほうの費目のほうに移し替えをしまし

たので、減額となっております。 

続きまして、予算説明資料の 135 ページを

御覧ください。構成事務事業、小事業名７の

希望ケ丘中央公園多目的トイレ設置事業につ

きましては、主要工事予定箇所図の中の希望

ケ丘２丁目１号公園多目的トイレ設置工事と

いう部分があります。そこの部分の改修施工

をするものです。財源につきましては、市町

村振興宝くじ交付金を活用し、3,036 万

1,000円を計上しております。 

同じく予算説明資料 135 ページ、小事業名

８の希望ケ丘中央公園トイレ清掃委託事業に

つきましては、先ほどのトイレ設置事業に伴

いまして、トイレ清掃等の維持管理費用に

15万 8,000円を計上しております。 

続きまして、予算説明資料同じく 135 ペー

ジを御覧ください。構成事務事業、小事業名

９の地域の魅力創出事業につきましては、地

方公共団体が企業等の社員を受け入れ、その

ノウハウや知見を活かし、地域課題の解決や

魅力の創出、価値の向上につながる業務に従

従事して、地域活性化を図る国の補助事業と

して行うものです。建設課のほうでは、公園

の利活用や道路河川等のインフラ整備のとこ

ろで、その起業人に関わっていただく予定で

す。 

 派遣元企業に対し、準備経費や人件費相当

分を負担金として 790 万円を計上して、その

財源としては、支出予定額の同額を国に申請

する予定になっております。 

続きまして、予算説明資料の 137 ページを

御覧ください。構成事務事業、小事業名１の

産官学民連携による地域協働型インフラ維持

管理体制導入可能性調査事業につきましては、

行政の人手不足が深刻化しており、地域課題
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に対応していくことが難しくなってきたこと

から、産官学民が連携し、それぞれの立場で

役割を担い、それぞれの負担軽減にもつなが

る仕組みづくりを創出するため、仕組みづく

りの調査を行う事業費用として 2,000 万円を

計上しております。こちらのほうも特定財源

として、国に申請する予定になっております。 

都市計画グループからの説明は以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

おはようございます。農林商工課の井上で

す。 

農林商工課の所管業務につきまして、新規

の事業や例年と比べて大きく変動のあった事

業を中心に説明いたします。着座にて失礼い

たします。 

まず、当初予算説明資料 143 ページ、予算

書 105 ページ、農業委員会運営事業でござい

ます。小事業１．農業委員会運営事業は、農

業委員会の運営に関する事業でございます。 

農業委員及び農地利用最適化推進委員の報酬

が主な支出でございます。令和８年度は委員

の改選の年でございまして、委員が交代した

場合、旧の委員と新しい委員の両者に報酬を

支出する月が生じることから、その分の予算

が増額になっております。 

次に、当初予算説明資料 145 ページ、予算

書 106 ページから 107 ページ、農業振興事業

でございます。小事業９．公用車買替事業は、

農林商工課が所管する公用車を買い替えるも

のでございます。平成 18 年に購入して約 20

年経過しており、今回、買替えの予算を計上

させていただいております。 

次に、当初予算説明資料 148 ページ、予算

書 108 ページ、農空間保全事業でございます。 

小事業３．環境保全型農業直接支払事業は、

新規事業でございまして、有機農業など環境

保全や温暖化の防止に効果の高い、環境負荷

が少ない営農活動に取り組む農業者に対し、

支援を行うというものでございます。 

次に、当初予算説明資料 151 ページ、予算

書 109 ページ、コミュニティセンター管理事

業でございます。当事業は、町立高山コミュ

ニティセンター右近の里の管理運営に関する

事業でございます。指定管理者制度のもと、

協定で定めております指定管理料を計上して

おります。 

なお、現在指定管理者より管理業務につい

ての新たな提案がありますが、提案の受入れ

や、その内容等につきましては現在検討を進

めている段階であり、詳細は確定しておりま

せんので、従来の協定に基づく金額を計上し

ております。 

農林商工課が所管する主な事業に関する説

明は以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

中井環境課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

おはようございます。環境課の中井です。 

それでは、環境課の所管する主な事業につ

いて御説明させていただきます。着座にて失

礼いたします。 

予算書 102 ページ、予算説明資料 159 ペー

ジを御覧ください。大事業名は広域ごみ処理

事業でございます。小事業名３．豊能郡環境

施設組合負担金事業ですが、ダイオキシンを

含む廃棄物の処理等に係る負担金です。前年

度と比べ大幅な減となっておりますが、主な

要因は、豊能郡環境施設組合におけるダイオ

キシン対策費の減によるものです。 

続きまして、予算書 103 ページ、予算説明

資料 162 ページを御覧ください。大事業名は

ごみ収集事業でございます。事業内容は、家

庭一般廃棄物及び資源物の収集事業です。 

小事業名１のごみ収集事業ですが、令和８

年度から直営収集を行う容器包装プラスチッ

ク、ペットボトルと、単年度での業務委託を
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予定しております古紙及び古布類の収集に関

するものです。 

小事業名２も同じくごみ収集事業ですが、

こちらは債務負担を行っているものを別枠と

して設けさせていただいたものです。まず、

可燃ごみの収集業務についてですが、先の

12 月議会において債務負担の補正予算をお

認めいただき、令和８年度から令和 12 年度

までの５年間の一括契約を入札により実施し

ております。また、不燃ごみ、空きビン、空

き缶等の収集業務につきましては、令和７年

度から令和 11 年度までの５年間の一括契約

を締結しております。 

続きまして、予算書 103 ページ、予算説明

資料 163 ページを御覧ください。大事業名は、

し尿等処理事業でございます。一般廃棄物で

ある、し尿の収集とその処理業務です。 

小事業名１．し尿等処理事業です。こちら

は衛生センターでのし尿及び浄化槽汚泥を処

理するものです。前年度と比べ増額となって

おりますが、主な理由は、衛生センターの保

守管理委託料の増によるものです。また、特

定財源の 3,080 万 1,000 円は、摂津市からの

し尿等受入負担金でございます。 

小事業名３．バキュームカー買替事業とし

て 1,213 万円を計上しておりますが、これは

老朽化した車両の更新を行うものです。 

説明は以上でございます。御審査の上、御

決定賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

○委員長（池田忠史君） 

以上でよろしいですね、はい。 

これより質疑を行います。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

おはようございます。林でございます。 

説明資料の 137 ページなんですけれども、

こちらの特定財源は 2,000 万入ります。そし

て、産官学民連携による地域協働型インフラ

維持管理体制導入可能性調査事業ということ

であるんですけども、すごくいいことだと思

うんですね。これが先日、ちょっと前ですけ

ども、光風台でもパークキャラバンっていう

ものをされてた。そこに参加させていただき

まして、阪大の学生さんたちがパネルを持っ

て、どんな公園が好きですかと、どんな公園

にしたいですかいうことでシールを貼って、

そんなことをされてまして、各公園でそうい

うアンケート調査などもされてたんですけど

も、それをしっかりと生かしていただいて、

今後のつなげていただきたいというふうには

思うんですけれども、ただ公園って言いまし

ても 42 か所ありまして、中にはもう砂場も

ないような公園があるんですけども、もう草

が上は横はもう覆ってしまって、もうすべり

台の下がもう砂場じゃないようなねそんなと

ころもあるんですけども、そんな公園の利活

用などにも一つ思うのが、なかなか子どもた

ちも少なくて余り活用されてない公園ってい

うのがあると思うんですが、そこでもこの産

官のアンケートを取ったときにですね、ドッ

グランをつくっていただきたいっていうそう

いうシールもいっぱいあったと思うんですね。 

そんなのも考えながらですね、こういうい

ろんな知恵を出し合って、2,000 万をしっか

りと使っていただきたいというふうに思いま

すので、その辺も含みを、どこまで今考えて

いられるのか、お伺いしたいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

ありがとうございます。これから始める分

なんですが、今まで大阪大学とか武庫川女子

大学と一緒に公園の利活用についていろいろ

と研究をしていきました。その延長としまし

て、今度はそれをどういう形で利活用してい

くかっていうことを考えていく上で、行政だ
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けではできませんので、地域の方々とか、企

業の方、それから学校関係も加わって、どう

いう仕組みをすると継続して活用ができるの

か、施設の整備も含めてなんですが、そうい

ったところをどの手法を使ったらいいのかと

いうことを調査研究をするための費用として

今回計上させていただいております。 

ですので、具体的にはまだどうなるってい

うのは決まっておりません。どういう方向で

やっていくか、また、地域の方々の御意見も

聞かないと分かりませんので、先ほど御提案

ありましたドッグランも、できるところもあ

ればできないところもあるかと思いますんで、

その辺も含めてやっていけたらと思っており

ます。 

説明では、公園のことを主に言ってますが、

公園以外にもインフラ整備あります。橋の点

検とか、河川道路の点検、改修とか、そうい

ったものも含めて、仕組みづくりをしていけ

たらと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

はい。おはようございます。若干補足させ

ていただきます。 

今回この 2,000 万の特定財源が国の補助金

を活用することになっておりますが、今月の

３月３日の日が締切りだったんですが、国の

ほうに対して公募がありまして、それに対し

て本町のほう、公募で手挙げております。 

一応、今月末ぐらいが採択されるかどうか

の内示があるんですが、去年の例でいきます

と、50 弱の全国市町村から応募がありまし

て、最終的には去年の例でいくと半分ぐらい

が採択されたというところですので、とりあ

えず今回３月議会、予算上げさせていただい

ております。 

自信はあって手挙げさせてもらって、公募

のときのですね書類も自信があったいうこと

で、我々も思ってるところ自負してるところ

なんですが、ただ国が最終決定、決めるとこ

ろですので、その採択を受けて内示があれば、

すぐに４月１日からでも動きたいという意味

で思いで上げさせていただいたところです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

もし間違ってたらごめんなさいね。これと

いうのは国交省の関係ですか。 

これ何のことかなと思って調べたら、国交

省から地域インフラ再生戦略マネジメント

云々かんぬん今度出てきたんだけど、それと

は違うんですね。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

国交省の先導的官民連携支援事業という事

業になります。はい。これは何年か前からや

っておられまして、自治体がいろんなやはり

我々と同じような悩みを持ってる自治体たく

さんありますんで。 

先導的という頭がついてますんで、どこも

やってないことをしないといけません。それ

がなかなか認められるかどうかというところ

が一番の肝になりますんで、うちとしてもそ

れは、どこもやってないことをやりたいなと

いう思いで申請をしてますんで、認められた

らすぐいけるんですが、なかなか、先ほど坂

田部長が言いましたように、どこの市町村も

悩みは一緒ですんで、たくさん応募があると

いうふうに聞いておりますんで、それを今結

果を待っている状況です。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 



6 

○委員（秋元美智子君） 

分かりました。ありがとうございます。 

もしも採用された場合の質問になるんです

けども。この調査がメインだと思うんですけ

ども、これ調査期間は１年と思ったらいいで

すか、この 2,000 万。約 2,000 万ちょっとか

かって。それでその仕組みづくりに入るとい

うのは次の段階になるんですか。ちょっとス

ケジュール的に教えてください。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

この事業は単年度事業の補助事業になって

おります。ですから１年間の間でどういうふ

うにやっていくかという調査で今回は終わる

かなあと思います。 

実際に仕組みをつくっていって、それを試

行とかしていくのは次の年度になるのかなと

いうふうに思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

ちょっと確認したいんですけど、対象が企

業、大学っていうことですけど、大学は大阪

大学ということで聞いているんですけど、企

業っていうのは、今具体的にもう決まってる

んでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

大学さんは今までの経過がありますんで、

大阪大学さんに関わっていただきたいと思っ

ております。企業、民間につきましては、調

査をメインにしてますから、コンサルさんに

なるのかなと思ってますが、まだ決まってお

りません。予算が付いてから入札等の行為で

決めていかないといけないと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ちょっとここの関連で。武庫川女子との公

園の関係で連携してた分っていうのは、もう

何かこないだ聞いたところにもちょっと関係

が希薄になってるっていうような話で聞きま

したけど、そこの部分はもう今後どうしてい

くつもりでいるのか、その辺ちょっと確認し

たいと思います。 

坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

はい。都市建設部、坂田です。 

武庫川女子大学とは去年度ぐらいまでは、

にぎわいという形でのお話は共同研究はさせ

ていただいておるところです。 

武庫川女子大学の三好先生に今年度ですね

入ってからちょっと協議させていただいたと

ころ、まちづくりをメインで、豊能町とは関

わっていきたいということでのお話がありま

して、ちょっと私のほうが橋渡しして、今総

合政策課のほうに、若干ですね橋渡ししてる

ようなところなんですが、三好先生いわくオ

ールドタウンをもう一度生き返らせるための

何かしらの共同的な研究をできたらやってい

きたいなということでお話がありましたので、

それをこの前の吉川支所の会議室におきまし

て、総合政策も入れながらですね、調整とい

うか会議をさせていただいたところです。 

公園のほうはちょっと一旦、来年度はこう

いった形で進めていきますので、武庫川女子

大学とのこの公園の研究は一旦、ちょっと休

止というような形になるかと思います。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

おはようございます。 

135 ページの９番、地域の魅力創出事業な
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んですが、これ昨日も総合政策課においても

同じような小事業名があったと思うんです。 

 これ今のこの産官学民連携による、これ全

部産官学民の連携はこれインフラ整備とかの

ことを教えていただくようなこと言うてはり

ましたけど、これ全部リンクはされてるんで

すか。最終的にはリンクするんですか。これ

まちづくりというか地域づくり活性化という

観点からは。また全然違うことになるんです

か。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

才脇委員がおっしゃった、昨日総務部のほ

うの説明があった起業人活用事業と一緒です。 

それの分で公園のほうに関わることというこ

とで、うちのほうの予算に組み込ましていた

だいて、要求させていただいたところです。 

うちの部署では公園やインフラ整備のほう

がメインになりますんで、そこからですね、

まちづくりのとかまちのにぎわいにつながる

ような形になればなあということで、上げて

いるところです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

ではこのページ、135 ページで希望ケ丘の

トイレの改修なんですけど、それももう関連

して、それを進めるということですか。 

これの背景をお願いします。背景や目的に

ついてお聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課、吉澤です。 

希望ケ丘のトイレの改修につきましては、

これはまた別でして、自治会からの要望で、

トイレの改修をずっと言われておりましたの

で、今回も上げさせていただいて、これも特

定財源が宝くじ助成の事業ということで上げ

てますので、それが採択されましたら、実施

していけたらと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

先ほどに戻りますけど、では建設課がこの

地域の魅力創出事業、例えば具体的にはどの

ようなことをしたいなと思ってるはるんです

かね。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

建設課のほうで所管しているところで、皆

さんが拠点というか集まりやすい場所となり

ますと公園が中心的になるかと思いますんで、

そこの公園が今寂れているというふうなこと

も言われております。 

整備が思うように進んでないので、活用し

ていただけないというところもありますが、

その反面、光風台２丁目の中央公園のように、

イベント会場にしていただいて、よく使って

いただいてるところもありますので、そうい

ったところを中心に、にぎわいを創出するよ

うなイベント等を地域の団体さんや地域の

方々と一緒にやって、まちづくりの一端を担

えたらと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

これは公園だけ、公園緑地、緑地も関係あ

るんですか。先ほど 43 から 42 と言うてはり

ました林委員さんの。全部 82 ぐらいあるの

かしら。81かな。緑地も入るんですか。 
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○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

緑地は入っておりません。残念ながら豊能

町のほうで緑地管理してるところは、ほとん

どが市町村の境界の部分、端っこのほうにな

ってますんで、そこを整備して公園等にして

いるところはほとんどありません。 

ですので、どちらかというと、にぎわいづ

くりをするのは公園のほうかなと思っており

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

都市建設部、坂田です。 

ちょっと先ほどの才脇議員のやつの補足さ

してもらえたらと思うんですが、この地域の

魅力創出の事業の関係は、企業の社員さんの

ノウハウとか知見を生かしながら地域の課題

解決をしていくということですので、確かに

にぎわいも創出していくところなんですが、

そもそもその大元の公園が 42 か所ほど、ち

ゃうわ、42 か所でしたね、の中で、先ほど

吉澤課長も言ったとおり結構使われてない公

園、使われている公園、いろいろありますの

で、その中で、どうやってこの公園今後です

ね街区公園を含めて、どうしていきたいかと

いうその在り方みたいなものも考えていきた

いというふうに考えておりまして、それを町

だけで考えるのではなくて、自治会さんなり、

住民さんなり、ＮＰＯ法人なり、大学も入っ

て企業にも入っていきながら、ちょっとみん

なで考えてやっていきたいということで、ま

ず大きく風呂敷広げちゃうとちょっとしんど

いので、どこかの自治会のどこかの公園辺り

スモールスタートで一度そういう豊能モデル

みたいなもの作れればなというふうに考えて

おります。 

一応これ３年間、最大３年間ありますので、

まずは初年度、どこまでできるかなんですが、

一度やってみたいというふうな形で今年度、

来年度上げさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

緑地は入ってないとおっしゃいましたね。 

これ緑地、豊能町の緑地、なんかすごくいい

ところがいっぱいあるのご存じですよねもち

ろん。 

夏になったら草ぼうぼうなりますけど、あ

れ草ぼうぼうじゃなかったらものすごく庵が

あるところもあるし、その辺も、ねえ、老人

とか小さい子、子どもさんが集まって、公園

もいいですけど、緑地のほうもちょっと考え

ていただいたらいいのかなと思うんですが、

いかがですか。 

○委員長（池田忠史君） 

田中都市建設部次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

都市建設部、田中です。おはようございま

す。 

本町が管理しております緑地につきまして

は、大半が先ほど吉澤課長が申したように法

面のところが緑地でして、他の市町村である

ような例えば大きな緑地公園っていうのは、

ほぼほぼ存在はしないんです。 

人が集まって遊べるところは主に公園とい

う位置づけで、希望ケ丘の阪急バスの道路の

向かいはあそこは公園に見えるんですが、あ

そこは緑地っていうことで、それ以外はもう

ほぼ緑地という位置づけの法面になってます

ので、なかなかその法面の活用というところ

までは難しいというふうに考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 



9 

○委員（才脇明美君） 

法面か緑地か分からへんような形の緑地で

すよね。もうすごくええとこやのに何でこん

だけ草ぼうぼうやねんって、何べんもねえ、

対応していただいたと思うんですけど。 

分かりました。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

先ほどの話のほうに戻るかもしれませんけ

ども、令和８年度予算を使いながら、またパ

ークキャラバンみたいな、そんな催しという

かイベントなども今考えて８年度にまたやっ

て、また、住民の皆さんからいろんな意見を

また吸い上げていこうというようなことは考

えられているんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

大阪大学と地域の団体さんとで、継続して

パークキャラバンとかそういったイベント、

公園を活用したイベントを考えて今までも考

えていただきましたが、来年度以降もそれを

継続して実践していこうというふうには考え

ておられますんで、そこに我々も関わりなが

ら、その実践もしながら、どういう仕組みが

本当に必要なのかっていうのを、別枠で調査

とかしていけたらと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今んとこなんすけど、先ほどの説明の中で、

インフラ整備だ、橋とか川とか、言ってませ

んでしたっけ。ちょっと公園とかで、なおか

つ説明文見ると人手不足からってなるんで、

もうちょっとこの事業を詳しく説明していた

だきたい。 

うちの町は、これをあくまでメインなのか

どうかはちょっと理解できないので、もう一

遍お願いいたします。申し訳ないけど。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

この 2,000 万の事業の内容をもう一度詳し

く御説明させていただいたらいいんですかね。 

今課題で上がってますのが、公園の利活用

がすごくあるんですけど、もう一つ、大阪大

学さんと一緒に研究してるのが、橋の点検が

あります。橋の点検一つにつきましても高額

ですので、そういう大きな橋もあれば、ちっ

さい橋もたくさん町内にはあります。そうい

った橋につきましても同じように調査をする

のかというと、それほど必要でもないんです

ね規模が小さいですから。そういったものを

少額で常時点検できるような仕組みづくりは

できないかというふうなことも、この調査の

中に入れていけたらと思ってます。 

また、道路の関係も、穴が空いてるよとか

いうふうな感じで住民さんから通報等いただ

いてるんですけども、それも住民さんの方に

お願いしてそういう調査グループみたいな作

ってもらって報告いただいて、そこの改修に

入るとか、そういうふうな仕組みができない

かなと。それで、直接役場に入るんじゃなく

って、間にそういう裁くようなグループなり

機関をつくって、そこが直接業者さんにお話

をしてやってもらうとか、そんなんができな

いのかなという、今の法令上ではそれはでき

ないんですけども。施工主は豊能町になりま

す。道路の管理者、橋の管理もそれから公園

の管理も役場になってますんで、そこが役場

が全部引き受けると、やはり今人材不足で職

員も減ってますんで賄うことができませんの

で、そこの一端を地域の方々とか、民間事業
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者とか、大学とか、そういったところに協力

していただいて、ちょっとでも、どこもが少

し関わるだけで皆さんが軽減できて、対応も

早くできて、皆さんが喜んでいただけるとい

うような仕組みができないかということを調

査するための費用として上げている分です。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今回は調査の費用なんですけども、今言っ

た仕組みづくりまで行くのに約３年、そうい

う理解でいいのかな。さっき３年とか言った

ね。それとも今回、この１年の間に調査と合

わせて、こんな仕組みの提案までいくのかな。 

これが１年後に出てくるのかな。 

この 2,000万の委託料の内訳。 

○委員長（池田忠史君） 

３年混同されてるようですけど、３年は

135ページの地域創出のほうが３年なんで。 

○委員（秋元美智子君） 

申し訳ない。じゃ私は混乱してました。 

この１年間の 2,000 万というのは、調査を

して、ある程度提案、こんなんどうですかっ

ていう仕組みのとこまでするしない別として、

仕組みづくりのとこまでは発表なりまとめら

れるってことでいいかな。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

調査でほとんどかかってしまうんですが、

そういう仕組みづくりの提案までいただける

ようなところまで持っていけたらなとは思っ

ております。ただ調査のやり方によっては、

１年どっぷりと調査でかかってしまう場合も

ありますんで。 

この事業は１年間の単年度事業ですので、

また補助事業をいただこうと思うと、次の年

に申請しないといけませんので、その時には

また新たなものも付け加えて、どこにもない

ものだということを表明しないとなかなか採

択されませんので、その辺は工夫しながらや

っていけたらと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

122 ページなんですが、これ道路の舗装事

業なんですね。これのち優先順位を聞こうと

思ってるんですけど、その今の秋元さんが先

ほど秋元委員のおっしゃった、これがもう、

将来はこの仕組みで、この優先順位も決めれ

るっていうことなんですかね。 

まずこの 122 ページの舗装の打換え、これ

どのような基準で優先順位で実施されている

のか聞きたかったんですが、今この関連で、

将来はそうなるのかとかを思ったりしたんで

す。 

○委員長（池田忠史君） 

杉本主幹。 

○建設課主幹（杉本 崇君） 

建設課道路グループ、杉本です。 

委員のおっしゃってる舗装事業なんですけ

ども、先ほどずっと話で上がってた先導的官

民連携事業に関するの維持管理の範囲に、分

かりやすく言うと、舗装に穴が空いてるから

それを補修するとか、そういった軽微な維持

管理作業を今は直営でやったり、ちょっと難

しかったら業者さんに委託したりとかいう単

発で町のほうが段取りして対応してるんです

けども、それを包括的に民間に委託する可能

性がないかっていう調査の事業であって、舗

装事業はそういった維持管理の面もあるんで

すけども、更新、古くなったものを大々的に

計画的に更新していくという考えであって、

日常的な管理とはまた別です。 

舗装事業で舗装の更新をする優先順位です
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けども、これは平成 31 年ですかね、町内の

町道の路面性状調査を行いまして、路面の損

傷度ＭＣＩという評価基準があるんですけど

も、これがひび割れの率だったり、わだち掘

れの量だったり、ＩＲＩっていって平たん性、

３種類を総合的に判断して、悪い箇所を抽出

しまして、その中から優先順位を決めて直し

ていっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

では、先ほど吉澤課長がおっしゃったこと

とはまた完全にこれは別の話、別の話なんで

すね。先ほど、道路が修繕せなあかんとこや

ったら、そういう手間暇、役場の人がかけな

くて済むという働き方改革の一環かなと思っ

たら、また違うんですね。 

ではこの業者が、道路の舗装整備もする業

者を連れてくるということなんですか。 

ちょっと意味分かってないから、私。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課、吉澤です。すいません。説明不足

で申し訳ありません。 

今先ほど杉本主幹が言ったのは、事業とし

て道路をもう全面的に舗装とか改修とかをす

るっていうのを、年次を決めて計画的にやる

事業です。 

私が申し上げたのは、道路に穴が開いてる

とか、側溝の上のグレーチングが取れてしま

っているとか、日頃そういう、歩いておられ

るとか、お散歩されてて目にかかる、それか

ら子どもの通学路上ちょっと危ないな、段差

があるよっていうような軽微な改修工事を今

うちの直営でやってたり、ちょっと規模が大

きかったら業者さんにお願いしたりとかして

いる分があります。それをそういうのを見つ

けたら、町が直営でするんではなくって、直

接民間さんがそれを見つけたらしてもらう。

通報する窓口を建設課ではなくまた別のとこ

ろに設けて、建設課のほうはその通報は聞き

ますけども、実際に動き出すのは違う部隊の

ところがやってそれを最後見に行って、ちゃ

んとできてるねっていう管理をするという、

要は直接我々が手をかけなくても動き出すよ

うな仕組みができないかということを調査し

ていきたいなというふうに考えているんです。 

そこの部分で、うまいこと回ると、我々役

場の職員の人手不足の解消になったり、民間

さんのほうもスムーズに動き出すことができ

たりというような、そういう仕組みができな

いかなという調査を、今後していきたいなと

いうことで上げさせてもらってるものです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

すいません。部長素早い対応でこういう事

業を見つけてきてくださいました。 

吉澤課長の説明だと、住民委託みたいな形

になるのかなあと。これは建設の場合は公園

を中心にっていうことですけど、今の説明だ

と、他の部署でも十分通用することなのかな

あという感じがするんですね。例えばシート

スにとっても指定管理で全部運営までやって

ますけど、そこの簡単な受付とかそういうも

のは利用者がやることによって、指定管理に

する人はもう指導だけしてもらうとか。だか

らそういう形でも使えるんで、これは本当に

成功さして他の部署にどんどん波及していっ

てもらいたいなというふうに感じてますんで、

お願いしたいなと思います。 

それで１点。その調査っていうのが、もう

さんざんいろいろ公園の調査というのがあん

まりイメージ湧かないんですけど、どういう

ふうに利用したいかっていうのは多分今まで
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結構されてますよね。武庫女とは何をしてき

たのかなって、それは報告はどっかで上がっ

てくるのかなという期待はしてるんですけど。 

なんか、部長から武庫女とやってますという

のは聞いてるんですけど、どうまとまりまし

たっていうのがなかなか出てこなくて。だか

らそこで十分調査してるから、これから何を

調査するのかなっていうところをもうちょっ

とそこだけを詳しく。もしかしたら武庫女と

はおっきい公園をやってたんで、これからち

っさい公園の部分はまだしてないんでってい

うところでもいいですし、そこをちょっとお

聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

都市建設部、坂田です。 

議長御質問の武庫川女子大学との共同研究

におきましては、先ほど議長ありましたとお

り、大きな近隣公園レベル、１ヘクタール程

度の大きな近隣公園レベルでのにぎわいづく

りとか、どういったものができるかなという

ことでワークショップやったりとか住民さん

巻き込んでやっていったところです。 

今回は、問題となってるやはり昔でいう児

童公園。今はもう名前変わりまして街区公園

というふうになっております。子どもが少な

くなったので、老若男女が使えるということ

で街区公園という名前になっておるんですが。

あんまり使われてない公園をどうしていきた

いのかということで、それについても武庫川

女子大学とは共同研究しておりまして、一応

住民さんとのワークショップとか講演会とか

その辺りで機能別に、先ほど林委員からもあ

りましたとおり機能別にね、例えばドッグラ

ンするとか、遊具を高齢者の遊具にするとか、

いろんなパターンがあると思うんですけど、

そういう機能別、あと広場化にするとか、そ

ういった御意見いろいろいただいて機能別に

していこうというパターンと、それからこれ

はちょっと個人的な私の考えですけど、集約

化していって、面積は変えれませんので、ど

っかに大きい公園をつくって、例えば公共施

設再編の中で出てきた残地を使って公園、防

災公園なりをつくって、ちっちゃな公園を廃

止していくようなそういう集約化するとか、

そういったものを、これもちょっと我々だけ

で考えるといろいろその公園を今まで使って

はる利活用されてる方の御意見もいろいろ聞

かないといけませんし、それが行政だけで動

くといろいろちょっと反発があったりします

ので、そこは地域、自治会、あと大学等々も

巻き込みながらですね、巻き込むいうか一緒

に連携しながら進めていきたいということで。 

あと、廃止するとなればやはりその使って

る使ってないというのがありますので、それ

がやはり定量的な数値的なものがないとだめ

かな思ってますので、この公園は大体どれぐ

らい使われてるのかっていうのを本当に調べ

る必要もあると思いますので、そういった意

味でちょっと調査という言葉を使わさしてい

ただいたところです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

多分あの小さい公園だと多くの新興住宅街

の各地区に複数公園がありますよね。そうす

ると、一つは例えばドッグラン、パターンは

いくつかもう決まってるのかなあと思うんで

すけど、全ての地域の一つのところが、高齢

者の遊具に特化した、子どもたちが中心に遊

べるようなものにつくる、ドッグランをつく

るという形になるかと思うんですけど。それ

を取りまとめるのは、やはり自治会中心にや

っていくのか、例えば住民さんの団体で手を

挙げて、どこかにどういう形で取りまとめを

誰がしていくのかなっていうところは、どう
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お考えですか。 

特にドックランだと結構反発みたいなもの

各地域出てくるかと思うんですけど、そこら

辺をどういうふうに取りまとめるかだけ、お

聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

はい。都市建設部、坂田です。 

この案につきましては、実際その国の補助

金が内示がもらったとかによって、初めて発

動するパターンなんですが、そこで行政がま

たこれ頭になって進めていくといろいろちょ

っと反発等がありますので、今回はこの地域

魅力創出の起業人を今回来年度４月から入っ

ていただくことになっておりますので、その

方に中心になっていただいて、仕切っていた

だいてやってはどうかなというふうには、今

ちょっと考えておるところです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

やはりこれからのまちづくりはもう地域の

方も巻き込んで、地域の方にも動いてもらっ

てっていうのは、非常に財政面からも大切か

なと。その方が地域に愛着も出てくるでしょ

うし、そういった形で是非とも進めていただ

けたらと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

今公園の数が 42 か所あるっていうことで、

非常に人口も減ってきてますし、本当に使っ

てない公園の数っていうところを調べてほし

い、何か所あるのか調べてほしいと思うんで

すけども。 

先ほどからドッグランとかいろいろ出てま

すけども、有効活用っていうところで、公園

のいろいろ駐車場にしたりとか、先ほど防災

公園っておっしゃってましたけど、売ったり

貸したりとかも有効活用して、自主財源の確

保のところにもつなげていってほしいと考え

ております。 

これは要望します。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

116 ページお願いします。山ノ神の廃池。

廃池後のこの土地は、これは次は今後どのよ

うに管理していくのでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

杉本主幹。 

○建設課主幹（杉本 崇君） 

はい。この廃池工事の内容は先ほど説明さ

せていただいたんですけども、池の提体をカ

ットしまして、そこに新たな水路を作って、

既設の水路に水が流れるような形にしますの

で、もともとため池の管理者、あそこ水利組

合があるんですけども、その方が後も水路を

管理していくという形になります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

関連でここの部分。近隣の土地の地主とい

うか持ち主の方との関連で工事が進んでいな

いという説明がたしかあったような気がする

んですけど、その辺工事はもういけるってい

うことでよろしいですか。地権者のなんか関

連って聞いたような気がするんですけど。 

杉本主幹。 

○建設課主幹（杉本 崇君） 

はい。先ほどの話なんですけども、当初予

定していた仮設道路と位置を変えることで、

地権者との現地立会での合意関係にちょっと

時間を要してましたけども、それは解消しま

してもう工事に着手してます。 

○委員長（池田忠史君） 

はいどうぞ。 
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林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

135 ページなんですけれども、６番の公

園・緑地・街路樹等の管理事業っていうとこ

ろで、街路灯又は公園灯１基設置するという

ふうにありますが、これは先ほどの工事の地

図には載ってないところですよね。 

なんで、どの辺を考えられているのか、ど

こに設置していこうかなというふうに考えら

れているのか、お聞きしたいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

公園灯なんですけども、新設は今のところ

は考えておりません。老朽化した施設の改修

費用として計上させていただいております。 

町内に何箇所かありまして、すぐには危険

性はないんですけども、やはり見た目ってい

いますかそこが根元の辺とかが錆びたりとか

して、ちょっと危ないかなというふうなこと

を言われてまして、それが数箇所あるんです

けども、それを先にするのはどこかっていう

のはまだちょっと決めてませんが、何箇所か

あるという状況です。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい。林です。 

何箇所かあって、それを順番的に見ていこ

うというふうに思いますけど、何箇所っての

はもう抜粋上げはできてるんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

一応ピックアップして公園作業等が直営部

隊でいてますんで、その者たちが作業してる

ときに、日々確認はしてますけども、そのリ

ストはあります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

確認したいんですけど、135 ページの７番

の希望ケ丘中央公園多目的トイレ設置事業な

んですけど、このスケジュールについて伺い

ます。いつ頃から利用することができるのか

っていう。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課、吉澤です。 

この希望ケ丘のトイレの改修事業ですが、

宝くじ助成のほうを今申請しております。そ

れが採択されたらということになりますんで、

その内示等が今月末か新年度入ってからかっ

ていうふうに聞いております。 

それが聞いてから計画を立てますので、実

際に工事とかし始めますと、やはり何箇月か

かりますんで、実際に使えるようになるのは、

幾ら早くても年度末ぐらいになるかと思いま

す。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ちょっと確認してもいいですか。これ補助

金事業なので、その宝くじの分が出なかった

らしないっていう形ですよね。 

先ほどの 2,000 万の分も下りると思うと、

部長おっしゃってましたけど、下りなければ

しない事業という形の確認でよろしいですか。 

ちょっとその分だけちょっと確認しときま

す。 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 
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説明をいたしました希望ケ丘のトイレの改

修、それから産官学民の連携支援事業につき

ましては、国の補助金とか宝くじ助成の申請

をしてますんで、それが採択されましたらや

ろうと思っております。採択されなければ、

見送らせていただかないと、全て一般財源で

はなかなかできませんので、そのように考え

ております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

では、145 ページ、農業振興事業でお伺い

します。新規就農支援とか経営開始資金など、

これいろいろ取組を進められておりますが、

一方でね、農業従事者、高齢化により、農業

の担い手が少なくなっているこの豊能町なん

ですけど、この農業者をどのように守ってい

くのか。豊能町の農業対策というか農業政策

をちょっとお聞かせ願えますか。 

加えてね、いろいろ補助はされてくれてる

と思うんです、新規就農者さんたちにはね。 

でも今現在、農業従事されてる方にとっては、

ちょっとまだ手薄かなとか思ったりはするん

です。 

その辺でこれからの農業、豊能町の農業に

ついての政策をお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

おはようございます。農林商工課、中谷で

す。 

今、才脇委員からも御指摘あったように農

業従事者が高齢化、また担い手がいてないっ

ていうのは、全国的な問題でございます。 

国のほうでは、昨年でしたか、地域計画っ

ていうのをつくりまして、そこに対策という

ことで、今はもう個人個人で農業やってるよ

うな形になって、ほんで限界がきてるという

ような状況があります。 

方向性としては、農地の集約・集積化とい

いまして、効率がいいように、農業をやられ

る方を農業される耕作場所集めてきたりで、

大規模に農業される方を担い手として地域に

入れてきて、もう農地をその方に守っていた

だく認定農業者とか、起業さんとかっていう

ようなことを描いておられます。 

ただ、豊能町の場合は、ほ場整備してると

ころはそういうような起業さんとか、実際に

もう入ってきてるところもあるんですけども、

地域的なところでなかなか、そこが国の思う

ような形では進んでないような状況です。 

今、制度としては、例えば今までは個人さ

んで農業機械を買っていくとかいうことでか

なり負担が大きくて、私どもも地域計画の中

の座談会で地域の方に今年度も入っていきま

したけども、やっぱりもう買替えの時期を見

て、次、機械が潰れたらもうちょっともう農

業やめやっていうような方も結構おられます。

そういうような話も聞きます。 

今制度としてあるのは、やはり何人か集ま

ってもらって、地域で機械を共有するとか、

そういうような制度もありますので、そうい

うような制度を使いながら支出を減らす。ま

た外部から豊能町の場合は就農支援塾という

のをやってまして、少しでも担い手がそうい

う耕作の困難になった方の代わりにできるよ

うな施策で、今考えてますのは、特に水田が

多いですので、水稲の作業するオペレーター

を養成していくのも一つの手かなということ

で、そういうところにも今後取り組んでいっ

て、もう今やってはる農家の方が困難になっ

てきたら、受入れ先、委託先としてのそうい

うような方々を養成するというような形で考

えております。機械も共同で買って、牧なん

かはもうすでに里山合同会社で一部機械を共

同購入されているようなところもあります。 

そういうところでもう個人で経営する農業
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というよりか、地域とかある一定の集団で農

業をやっていくというように変えていかなあ

かんかなというところで、ここはなかなか一

足飛びにいかへんところで、今農業の従事者

がいてる中で、理論としては地域に行ったと

きにそういう話はしますけども、理解はでき

るけどもなかなか実行に移せない。なんで人

の農地を私がせなあかんねん、それで自分の

農地をまた人になんでやってもらわなあかん

ねんっていうようなところがありますので、

今は啓発の時期として、今そういうところで

毎年、地域に回っていって、持続可能な農業

をというところで御理解いただきまして、最

後は実行できるような形で進めていきたいな

というところで、今はちょっと啓発の時期と

いうところで進めていってるというところで

す。はい。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

この地域計画も私もちょっと出席させてい

ただきましたけど、この座談会。なんか、こ

んな入れへんわとかいう人もいてはったり、

ちょっと大変、これはもう大変やなと思って

もう国のほうでも全くこれ進んでないという

こともちょっと聞いてます。 

そして、これで牧でね、これ牧が法人され

てますよね。それの本町でもねこれ１団体だ

けですよね。この法人となっているのは違う

んですかね。それから多目的支援何とかって

ありましたね、補助制度。それを使ってるの

は牧の１団体だけですよね。これをちょっと

やっぱり周知してもっと周知していかな駄目

かなあと思うんですけど、それのこういう制

度があるよという、これまたね個人的に私も

これ言うていったらいいのかなと思うんです

けど、これはちょっと行政としてはどのよう

にもっと周知を徹底していくべきかをちょっ

とお考えをお聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

確かに多面的な、多面的機能支払交付金と

か使える制度あります。ほかにもいろいろ中

山間地の直接支払いとかいっていろいろ事業

あります。こちらのほうも地域計画の座談会

にいったところで、あんまり使ってない事業

を紹介してもあんまり皆さんぴんとこないか

なというところで、一応もう事例の紹介とい

うことで、牧地区ではこういう形でこういう

のを取り組んでますよっていうことで、実際

に同じ町内の別の自治会でやってはるような

ところを紹介しながら、使えるもんは使って

いったらいいですかっていうようなお話をさ

せていただいてるんですけども、まだどうし

てもそういうような交付金っていうのは個人

の活動じゃなくて、集まりの活動として、組

織、協議会とかそういうのは組織してやって

いかなあかんところはあるんですけども、ど

うしても地域の中でいろんな考え方の方がお

られて、そこがまとまられないっていうとこ

ろは使いたいなっていうのはあるんやけども、

ちょっとなかなか地域でまとまった話になっ

てないっていうのが今の現状です。 

ただ、今後やっぱり切羽詰まってきたら、

やっぱりこういうのは使わなあかんなってい

うような機運が地域の中で生まれてきたら、

積極的に支援もしますし、毎年毎年、我々そ

の地域計画の座談会っていうのは毎年行くよ

うな計画してますんで、そこで実際にこうい

う形で使ってはりますよ、こういう交付金は

こういう形で使えますよっていうのは説明さ

していただいてますし、これからもしていく

予定ですので、そこはやっぱり地域の考え方

がまとまってもらわんとなかなか実現しなひ

んとこで、うちがこうやってくださいなあっ
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て言って押し売りするのもまたちょっと違う

かなと長続きせえへんかなと思いますんで、 

そこはうまいこと啓発っていうか、そういう

機運になるようには持って行かしていただき

たいなとは思ってます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

地域という定義ですけどねこの農業の、農

業のそれはどういった定義なんですかね。 

○委員長（池田忠史君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

いろいろな事業事業によってまとまりは違

うと思いますけれども、一番身近なところで

言うと、やっぱり水利の関係があります。農

地が集団となって一つの水利があると思うん

ですけども。水利組合とかそういうような単

位が一番小さくて動きやすい単位かなと思い

ます。あとはもう地域で取り組まなあかんと

ころもありますけども、一番動ける範囲でと

考えますと水利組合程度の範囲かなと。それ

農地もまとまってますし、皆さんが思ってお

られる、例えば水路補修せなあかんなってい

う、おんなじ状況にある方々がまとまっても

らうのが一番まとまりやすいかなと思ってお

ります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

すいません、ちょっともう一般質問に近づ

いていってますんで、すいませんが、ちょっ

とこの中の話に戻していただいてよろしいで

しょうか。 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

獣害対策ですけど、８番ですね。本町では

700 万円の予算が計上されていますが、捕獲

頭数とか被害額とか分かりますか。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 

被害金額につきましてはちょっと今持ち合

わせておりません。 

捕獲頭数ですが、今年度のここまでの数字

でいきますと、シカが 159頭、イノシシが 24

頭で、アライグマが７頭となっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

そこで４番の農空間保全事業についてお伺

いします。148ページですね。 

多面的機能支払交付金を活用し、農地や農

業用水路、農道などの維持管理を地域ぐるみ

で行う取り組みを支援すると認識しています

ね。そしてこの獣害対策で、一般質問でこれ

を使って緩衝地域に草刈りとかするっておっ

しゃってたんですけど、これ、それをつなげ

ていただけるんですよね。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい。農林商工課の井上です。 

今おっしゃった緩衝帯の整備なんですけれ

ども、７年度の補正予算で上げさせていただ

いて、８年度に繰り越して実施の予定となっ

ておりますので、今回のこの８年度の説明資

料には計上されておりませんが、そういった

形で実施する予定でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林でございます。 

125 ページなんですけれども、小事業名１

番、通学路等交通安全整備事業ということで、
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予算あるんですが、これが４月からも通学路

が変わるっていうところもあると思うんです

が、この増額される要因と、またどのような

整備、またどのようなエリアをされていくの

かというところをお伺いしたいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

杉本主幹。 

○建設課主幹（杉本 崇君） 

はい。建設課道路グループ、杉本です。 

増額の要因なんですけども、これは以前ま

では、この事業では道路附属物の更新という

ことで、道路灯やカーブミラーや路面標示の

工事等、例年上げさせていただいてお認めい

ただいてたんですけども、来年度はこれに加

えて、新しくとよの西学園の開校に伴って、

通学路交通安全プログラムのほうから、この

対象のときわ台東 13 号線の歩道に関してち

ょっと整備をしていただきたいという要望が

ありましたので、工事を計上しております。 

内容なのですけども、主に横断防止柵の設

置、歩道に。あとは、舗装の表面がもう老朽

化してますんで、横断防止柵の設置に伴いま

して、舗装の全面打換えの内容となっており

ます。延長のほうですけども、約 80 メータ

ーほどで、場所は分かりやすく言いますとふ

れあい広場の横の歩道になります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

130 ページの説明書のほうの公営住宅なん

ですけども、これ風呂釜替えるってことです

が、これ定期的なものですか。 

過去何か壁塗ったり建具替えたりして、こ

れはどういう感覚でほかにもし定期的なもの

であるならば、今後どのような計画なのかっ

ていうことと、そろそろ耐用年数がきてるよ

うな気もしないではないんで、今後いつまで

あそこを持たせるのか、もしそこら辺も分か

ってるようでしたらお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

田中都市建設部次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

まず風呂釜につきましては、入居者が修繕

する区分と家主である町が修繕する区分の中

で言いますと、風呂釜自体の取替えは町の修

繕区分になっておるんですけども、風呂釜の

修理については入居者の負担区分になってお

ります。今現在の風呂釜がもう数十年経過し

ておりますので、メーカーさんの部品の保管

期間というのがおおむね大体７年ですので、

今のところ辛うじてお使いにまだなられてる

んですけども、それが壊れてしまったらもう

修理もできないということですので、もうこ

の機会に壊れる前に取り替えてあげたほうが

いいのかなという判断で予算計上していると

ころです。 

それと耐用年数につきましては、野間口住

宅については昭和 51 年に竣工しております。 

公営住宅法によりますと、野間口住宅ＲＣ造

の３階建てですので、耐用年数は 70 年ござ

いますので、まだ耐用年数はあるということ

になっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

これを見ると単純にですよ、１から３階建

て、５部屋ずつ 15、15 部屋あるのかな。で

も実際入ってる方が２件ですかなこれだった

ら。私の昨年のメモによると去年１件だった

かな。私のメモですよ。もしかしたらこの１

年で１件増えたのかなと思うんだけども。 

過去、壁塗ったりなんかしてるのを考えて、

建物全体は利用なんだっけな、利用度なんか

考えていくと、豊能町の空き家なんかを利用
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してそこを借り上げてね、町営住宅っていう

わけにいかないですかね。 

今回それも併せて考えてこの結果なのかど

うかお尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

田中都市建設部次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

１戸棟、多分メモをされてるのは、恐らく

く吉川住宅。余野が１で吉川住宅が１で、野

間口はもともと２ですね。はい。吉川の１が

なくなりました。はい。 

今御提案の空き家を利活用っていうことに

なるんですけども、豊能町の場合は、いろい

ろ話出てる中で持ち家率が 98％ございます。 

その中で空き家があったとしても、今現在豊

能町の町営住宅を管理部局である建設課のほ

うにですね、町営住宅に入居したいというお

問い合わせがございませんので、例えば民間

の住宅を借り上げて募集しても、恐らく、今

現在がもうここ数年来、公営住宅の入居のお

問い合わせがございませんので、そういった

需要はないのかなというところで、担当課の

ほうとしてはそのように判断しているところ

でございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

例えが悪かったかな。毎年公営住宅には多

分五、六十万かかってるかな、何とか維持や

ら何やら。そういうことを考えていくと、今

入ってる方に、町が町の中の空き家を借り上

げて、そこに移っていただいたほうがいいん

じゃないですかという質問です。 

全体のこの建物のね、なんていうかなあ、

経費っていうか今後の、あれ塗り替えるだけ

でも何か相当な金額だった壁かな。そういっ

たことを考えたときにね、そういうことは無

理ですかっていう、ついでの質問です。お考

えになったことありますかという。 

○委員長（池田忠史君） 

田中都市建設部次長。 

○都市建設部次長（田中克生君） 

はい。都市建設部、田中です。 

野間口住宅につきましては、確かに平成

20 年か 21 年に外壁の塗替えと耐震補強工事

を実施しております。平成 20 年のときの外

壁の更新につきましても、あの当時で 1,000

万近くかかった記憶がございます。同レベル

の工事を今この物価高騰の時代やると、ちょ

っと幾らかかるのかというのを試算したとこ

ろではございませんけども、まだ耐用年数が

ございますので、他の民間の住宅を借り上げ

て、そこを町営住宅にするっていうところま

で、庁内で考えたところはございません。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林でございます。 

156 ページなんですが、飼犬登録事業とい

うことで、予算上がってる増額されてるんで

すけども。多分今物価高騰等で、値上がり、

接種料の値上がりかなとはいうふうに思うん

ですが、これはそれも含みというか、獣医師

会のほうで値上がりしてほしいというような

そんな依頼があったんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

中井環境課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。環境課、中井です。 

はい。こちらちょっと今回増額になってお

りますのがですね、前年度今年度ですね、今

年度に犬の登録システムを新規で入れたんで

すけれども、そのシステムにですね、必ずそ

の保守のメンテナンスが必ず付けなければな

らないという条件がございまして、その保守
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メンテのシステム、サポートシステムという

ことで、若干ちょっと前年度と比べて増額に

なっているという、そういうことでございま

す。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

163 ページお願いします。バキュームカー

の買替事業です。現在使用している車両の使

用年数と更新基準について。そして、これか

らもうこれ将来的なこのし尿処理の処理体制

についてお伺いします。 

○委員長（池田忠史君） 

中井環境課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。環境課、中井です。 

バキュームカーなんですけれども、今年の

８月で 20 年になります。特段買い替えると

きの基準というのは設けてないんですけれど

も、走行距離で言いますと、この２月末で９

万 8,924 キロメートルということになってご

ざいます。 

処理体制なんですけれども、今ですねちょ

うどし尿の広域化の協議のほうをちょっと能

勢町さんのほうですと一緒に進めております

ので、ちょっとまたその辺の協議が整いまし

たらまた御報告をさせていただきたいんです

けれども、ちょっと能勢町さんのほうでのし

尿の受け入れに向けてのちょっと協議を今進

めているというところでございます。 

よろしくお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

135 ページの９番の地域の魅力創出事業と

ありますよね、790 万ちょっとあったかと思

いますが。これは何だっけな、当初予算の概

要説明の26の790万、これを言ってんかな。

民間企業の社員を一定期間受け入れ、民間の

ノウハウを活用して、公園や道路橋梁の維持

管理に係る仕組みづくりについて検討を図る。 

さっきの 2,000 万と同じような形なんだけ

ども、これと一緒の起業人ですか。これはも

う起業人の制度だから、今回先ほどの 2,000

万がどうなっても関係なくこの方は来られる

という理解でいいのかな。 

お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

起業人の分につきましては、もともとは別

のもんなんですけども、起業人のノウハウを

活用してということで、総合政策のほうでも

上げさせていただいてると思うんですが、そ

れを活用して、我々建設課のほうで管理して

る公園等ということで、その官民連携の部分

のところでも関わってもらおうということで

上げております。 

その起業人の分につきましては、交付金の

いただく形になりますので、エントリーして

それが認められたらそのままということにな

ります。この事業をやりますという申請をし

たら認められますんで、国庫補助の申請事業

とはまた別のものですので、それはそれで官

民連携の分の事業が採択されなくても、その

事業はできます。はい。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

先ほどの 2,000 万の事業が認められない関

係なく来ますということですね。万が一認め

られなかったらこの方がある程度公園のこと

なんか、ここにあるように、26 の説明にあ

るように、公園や道路橋梁の維持管理に係る

仕組みづくりを考えてくれるっていう理解で
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いいのかな。 

もしちょっと理解が私の理解が間違ってた

ら、またお願いします。 

ここにそう書いてある。その方はそのため

に来るんでしょ。ちょっとお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

はい。その起業人の方につきましては、町

の職員と一緒にその活用方法とかそういうこ

とは考えていただくことになってます。その

仕組みもできたらというふうには思ってます。 

ただその仕組みをつくっていく上で、調査等

必要になってきますんで、その分として、官

民連携の先導的な支援事業の 2,000 万の分を

使うと効率よく進めることができるのかなと

いうふうには考えてます。ただ採択されなか

ったらちょっとスケールが小さくなるかもし

れませんけども、その起業人の方と一緒に利

活用や、そういったものは考えていけたらと

は思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ちょっと理解できてないものですから。昨

日ね総務のほうで起業人の話が出ました。町

にずっといるということですが、その方とこ

の方と二人じゃなくて、起業人は一人ですね。 

ここの確認だけ。あたかも二人起業人の方が

来られるのかなって理解したやつ違うんかな

と思ったりしてますんで。どちらかな、二人。

二人だったら二人だったらば、この方はそう

いうことをしてくださるということで、頭ん

中置きますので。公園の関係ね、仕組みづく

りの関係で。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

総合政策課のほうで上げてる起業人とはま

た別の目的で関わる人です。今回建設課のほ

うで上げてる分は、公園や道路橋梁について

なのでまた別の方に来ていただくことになり

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

一旦ここで休憩を取らせていただきます。 

再開は 11時 15分とします。 

  （午前 11時 04分 休憩） 

  （午前 11時 15分 再開） 

○委員長（池田忠史君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

引き続き、都市建設部に関して質問があれ

ば。 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

はい。内田です。 

134 ページの３番、支障木伐採業務委託事

業なんですけども、私の住んでる近隣で、も

うここ数年間のうちに３、４本木が倒れてい

まして、ときわ台は住宅地ができて 50 年ぐ

らいたってるのかな。そういうこともあって

木がもう老木の木が多いっていうのもあって、

倒れてるんだと思うんですけども。結局、今

倒れた木っていうのは私有地の木なんで、町

には関係ないんですけども、でも住民さんか

らしてみたら、もういつ倒れるか分からない

おっきな木がそばにあって、何とかしてほし

いという要望をすごく聞くんですね。 

これ予算で昨年度より 100 万多いだけなん

ですけど、これで対応、さっきうちの話はあ

れなんですけれども、豊能町のこの未然に防

ぐための予算としては 100 万で足りてるんで

しょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 
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○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課、吉澤です。 

正直に言いますと、足りません。ここ近年

の気候変動とかで植生も変わってきてます。 

皆さんもご存じのとおり、つる性の植物がた

くさん生えてきて、それが成長して引っ張っ

てるっていうところがあって、それで倒れな

いで持ってる場合もありますし、何かの折に

勢い余ってそれが倒れてくるというような状

況もあります。 

私有地ですので、空き地とかの適正管理で

環境課と連携してですね、所有者の方に管理

してくださいねというお話をさせていただい

たりとかしてるんですが、なかなかそこに住

んでおられない方とかの場合は、すぐには対

応していただけないというところがあります。 

ですので、一番危険なところ、うちの直営

部隊が公園とか緑地とか見回りもしてますん

で、その際に優先順位をつけて、そこの部分

から先に処理をする。まず剪定だけで済むも

んやったらそれで終わらせて、どうしようも

なければ伐採までと。ただ伐採になりますと、

今度は直営では無理ですから業者さんにお願

いする。その一本だけのために、業者さんに

お願いするっていうのも効率よくないので費

用ばかりかかりますから、そういったところ

を数箇所かまとめたところで、危険性の高い

ものから順にっていうふうな形で、今対応さ

せていただいているというのが現状です。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

はい、内田です。 

ありがとうございます。木は自然の多い豊

能町にとって、私も豊能町来て、惚れたのは

景色もあるんです。とはいえ桜の木とかね、 

今すごい切られています。それ仕方ないこと

だと思うんです、住民さんから何言われてる

か分からないんですけど。切るのはもう私は

仕方ないと思います。倒れるぐらいならもう

先に切ったほうがいいと思うんです。ですけ

ど切るだけじゃなくて、切った分植えてほし

いなと思っているんですが、そういうのは、

建設課じゃなくてまた違う課なんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課、吉澤です。 

緑地・公園のそういうのは管理はうちのほ

うになります。確かにおっしゃるとおり、切

った後、その後どうするの、植生どうするの

っていうのあります。植えて管理をしていく

っていうのが一番いいんですが、なかなか管

理まで手が回ってないっていうのが実情です。 

今、地域の方々でそういう伐採後のところ

に植物を植えたいんだけどというお話をいた

だいたりしたら、協定を結んでそこの管理も

してくださいねということでお願いしている

場所もあります。そういった感じで地域の

方々に御協力いただきながら、緑地のところ

の管理を今できているところもあります。た

だ、ずっと続けていって高齢になられた方は、

もうちょっと管理しんどいからもうやめます

って言われた後、その後の管理をどうするか

っていうのが今うちの今課題になってまして、 

剪定、早い目にそれを木のようになってしま

ったところについては刈ってしまうのか、剪

定で残していくのかっていうのは、その状況、

それから植生を見ながら、今やってるとこで

す。一概に全部を刈ってしまえばいいという

ふうにはしてません。せっかく皆さん協力し

てやっていただいているので、そこのところ

を上手にやりながら、注目してるといいます

か、注視してるっていうのが今の現状です。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 
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○委員（才脇明美君） 

一般質問にならないように注意しますが、

今の関連ですけど、これ近年ちょっと話題に

なっている熊の出没の件なんですけど、この

森林整備とは、この獣害対策じゃなくてこれ

保護しましょうっていう森林整備ですよね。 

書いてるんですけどね。森林環境の保全、そ

して獣害保護法に基づく生物の保護管理を目

的とする。この熊対策はここにはもう関係な

いんですよね。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 

こちらの森林整備につきましては、熊対策

とは直接は関係はないことにはなります。 

 ただ整備をすることによって結果的につな

がっていくというところはあるかと思うんで

すが、直接熊対策として実施しているという

形のものではございません。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

さっきのちょっとこの違いがよく分からな

いんすけど。さっきの内田さんの民有地とか

無理だって話と、今の 152ページです。 

ここの前の森林整備は、優先度の高い民有

人口林ってなってますよね。これは町がお金

を出して民有地を整備していく、間伐してく

って読んでいいんですかね。ここの場合は何

で民有地なのか。さっきの質問のどこだっけ

な 134 ページは民有地は駄目みたいなあれだ

ったけど、ちょっとこの違いを教えてくださ

い。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 

こちらの森林整備事業で上げさせていただ

いてる分ですが、こちらは森林環境譲与税で

すね、国のほうから譲与していただく。それ

を活用して実施している森林整備というもの

でございます。間伐等、そういった整備でご

ざいます。 

○委員長（池田忠史君） 

中谷農林商工課長、 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

ちょっと追加っていいますか、補足なんで

すけども。そもそも、今森林が全然所有者に

よって整備ができてない。それによって、防

災上問題があるとか、そういうことがありま

すんで森林環境譲与税というのが創設された

ということで。それを使って森林整備とか、

木材の利用を進めなさいっていうところがあ

りまして、豊能町の場合は、森林整備とあと、

どこがどの方の山かというのが全然分からへ

んような、どこが境界かっていうのは分から

ないんですが、境界は確定はしないですけど

も、一応地番の参考図ということで、どこの

場所は誰の所有物かというところも明確にし

とかんと、最後起きたときにすぐに対応でき

ないというところで。そういう面から地番参

考図と、あと民家に近いような防災上優先度

が高いところから今、森林環境譲与税を使っ

て整備を進めているというところで、ちょっ

と趣旨とかがまた違うというような形かなと

思います。はい。 

以上です。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

134 ページの支障木ね、これが民家の庭で

生えている木かっていうなら分かるんで理解

できるんです。だけど、例えば山道上がって

いく途中で、倒れそうな木があるとかっつっ

た場合は、その森林っていう扱いになるんじ

ゃないのかなと。だからそういう意味での対



24 

象にはならないのかっていう質問なんだけど。

よその家の庭の木を切るっていう話じゃなく

てね。 

お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

細かく言いますとやっぱり対象にはなって

くると思います。やっぱそこは優先順位で、

その木が倒れて人が当たるようなところって

いうよりかはどっちかっていったら森林整備

をしていって、大規模な土砂災害とかってい

うのを無くそうっていうところから今優先的

にやってるんで、あとはそこの優先順位の問

題ですんで、ただ額的に年間 800 万、今増え

ましたけども森林環境譲与税が 800 万ぐらい

しか入ってないっていうような状況で、豊能

町の森林自体が 2,000 ヘクタールありますの

で、人が入らへんような山奥を整備するって

いうようなことは全く考えておりませんで、

はい。実際に林道とかで倒木してるようなと

ころも今年整備さしてもらってますし、あと

ハイキング道、ハイキングコースも過去に整

備していって、倒木を危険木を除去していっ

たっていうようなところもあります。という

ところで、秋元委員がおっしゃられてるよう

なところ危険性があるようなところ、全体的

を見て優先度の高いと判断されて、森林環境

譲与税を使って、妥当やなっていうようなで

あればそこが対象になってくると思います。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

149ページお願いします。ほ場整備です。 

牧地区と高山地区のほ場整備なんですけど、

これ牧地区においてはこれ減額になって、高

山は増額になっています。 

この理由をちょっとお聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

大利都市建設部理事。 

○都市建設部理事（大利元樹君） 

都市建設部、大利です。 

委員御質問のですね、牧地区と高山地区の

予算なんですけども、こちらあの府が実施し

ております総合整備事業の町負担分というこ

とで１割を計上しておるわけなんですけども、

来年度につきましては、牧地区については、

農地、計画では 16.7 ヘクタールを整備をす

る計画でございますけれども、令和７年度ま

でのところで、一定農地のいわゆる整地工に

ついては全て着手をしておるような状況でご

ざいまして、令和８年度については、舗装の

工事ですとか、あと補完工事を実施をすると

いうことで、その必要額として計上しておる

ものでございます。これについては、昨年度

よりは減額というふうになっておりますけど

も、昨年度の予算につきましてもですね、実

際のところは国のほうからの交付がですね、

町のほうで想定をしておった金額に満たない

ということで、実際の執行額については、こ

れをちょっと下回ってるような状況でもござ

います。 

それから高山地区につきましては、全体計

画面積 8.8 ヘクタールのうちの、整備済みに

なっておりますのが、令和７年度末時点で

4.1 ヘクタールの見込み。現在 0.7 ヘクター

ルが現在も工事中ということでございまして、

来年度はですね、残る面積のうち 1.8 ヘクタ

ールの整備に要する費用として所要額を計上

しておるものでございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

各地区を全部終わるのは大体いつ頃になる

んでしょう。何年度ぐらいになるんですか。 
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○委員長（池田忠史君） 

大利都市建設部理事。 

○都市建設部理事（大利元樹君） 

はい。都市建設部、大利です。 

ほ場整備事業につきましては、まず工事を

実施をいたしまして、工事によりましてです

ね、もともとの農地の形が変わってくるもの

ですから、もともとの地番、面積を新たな地

番、面積に変えるための換地処分という手続

きがございます。この換地処分が終わるとこ

ろまでがですね、事業期間ということになっ

ておりますけども、牧地区につきましては、

先ほど申し上げましたとおり、来年度に舗装

工事、補完工事を実施をいたしまして、換地

処分に係る測量ですとか、あと換地計画の作

成、それから換地処分に当たっての権利者会

議といいましてですね、関係地権者さんに換

地計画の同意をいただくという手続きござい

ます。これらを令和９年度に実施をいたしま

して事業完了というような見込みでございま

す。 

高山地区につきましては、工事のほうがも

う少しちょっとかかるというところで、計画

上は再来年度まで工事、令和９年度まで工事

を実施いたしまして、換地処分に係る手続き

については、令和 10 年度、これをもって完

了したいというような計画でございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

ちょっとさっきの支障木の話と森林の話で

ちょっとあれなんですけども。未然に防ぐほ

うで予算はついてるんですけども、実際倒れ

た後、去年かな倒れたときも、急遽夜中作業

していただいたんですね、あれ町が作業して

くれたと思うんですけども。そういった倒れ

た後の処理をする、臨時でするのはどこの予

算を使ってやってるんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

あのときはですね、ときわ台１丁目、とき

わ台駅の山側ですね、のところで倒木の通報

がありまして、たまたま行ったのが、道路河

川グループの職員が行きまして、そこは道路

にかかっているということで、私有地から道

路の方に倒木があるということで、道路のほ

うの管理者として行かせたところです。です

ので、道路のほうの予算で、その木の処分を

業者に発注して、させたというところです。 

ですからその倒れた場所や位置によって変

わってくるっていうのが、今の処理のやり方

になってます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

それで結局予算はどっから出てるっていう。 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

すいません。道路維持費のほうから出して

おります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

当初予算説明資料の 146 ページの７番の有

機農業転換事業。これの減額になっている要

因について伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい。農林商工課の井上です。 

この有機農業転換事業なんですが、従来か

らの観光農業から有機農業に転換する場合に、

補助というか支援をするというものなんです

が、これがもう１回限りでございまして、そ
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の対象となる、見込んでおります面積が減少

したというのが、この要因となっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

今非常に農業従事者の高齢化が非常に課題

になってると思うんですね。これ非常に全国

的な問題になってると思うんですけども、こ

の 145 ページの１番の農業振興事業なんです

よね、私の知り合いでも止々呂美で有機農業

とかやってはる方いてて、豊能町でもやって

みたいという関心を持ってる方もいてるんで

すけども、ここの農地貸借希望者間の調整っ

て書いてますけども、今どのような状況なの

か。例えば他市から豊能町で農業したいって

言ってそのような方を受け入れる余地が今あ

るのかどうか、伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 

実際に他市から豊能町で農業をしたいとい

う相談も受けておりまして、農業委員会等で

またその辺相談には乗らせていただいてとい

うことなんですが、ただ実際に豊能町のほう

で空いてるというか使っていただける農地と

いうのがなかなか希望に沿わない、もう使い

にくい場所であったりとか、そういった事例

もあるんですけれども。そういったところ調

整をさせていただいて、それで貸したいとい

う方と借りたいという方それが一致すれば、

その辺はもう貸借というかその辺はまた進め

させていただくようなそういったフォローと

いうのはさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

特にその止々呂美は有機農業ですごく若い

人が、池田とかもいろんな地域から来られて

るんですね。本町は若い人を呼び込むまちづ

くりっていうのもこれから重要になってくる

中で、この有機農業の事業というのは今オー

ガニックとか、すごく若い人に注目されてま

すので、この事業について、私自身も期待し

てますし、若い人を呼び込める可能性がある

と思いますので、引き続き取組をお願いした

いと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

154 ページお願いします。沿道にぎわい事

業ですね、これ今年度 300 万円の予算が計上

されていますが、何件程度なんでしょうか。 

そして１件当たりどのくらいの補助が出る

んでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい。農林商工課の井上です。 

こちらは補助金要綱上、上限１件当たりの

上限が 300 万円となっておりまして、その１

件分として、こちら計上させていただいてお

ります。ただ令和７年度今年度につきまして

も、当初は同じ 300 万円で要求させていただ

いてたんですが、この制度を利用したいとい

う方がおられまして、途中で補正させていた

だいておりまして、補正後の予算では 529 万

9,000 円と令和７年度につきましてはなって

おります。 

令和７年度２件だったんですが、この令和

８年度につきましては、まずはこの１件分と

いうことで計上させていただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、林委員。 

○委員（林 和利君） 
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林です。 

146 ページなんですけども、９番目のとこ

ろで公用車買替事業って 169 万 1,000 円、予

算上がってるんですけども、例年、経年劣化

があったこの公用車というのはどのような公

用車になるのか、お伺いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

はい。農林商工課の井上です。 

こちら想定しております車なんですが、今

も使用してるんですけれども、軽自動車で後

ろどういうんかな、４人乗りで後ろがトラッ

クタイプになっているそういったちょっと特

殊な車になっております。 

といいますのが、農林商工課の場合、動物

のシカやイノシシの死体を運んだりしますの

で、なかなかほかの通常の乗用車タイプでは

なかなか対応できないというのがあります。

そういった特殊、ちょっと特殊なんですが、

そういった車を見込んでおります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

166 ページお願いします。せっかく清水さ

ん来られてますので、ちょっとお聞きします。 

これの 630万の内訳をお願いいたします。 

個別計画では改修計画、補修計画となってお

ります。これ維持・管理となっております。 

維持管理の内訳をお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

清水吉川支所長。 

○吉川支所長（清水義和君） 

吉川支所、清水です。 

この 603 万円の内訳ということでよろしい

でしょうか。 

こちらにつきましては、全てが庁舎管理と

いうわけでは、ごめんなさい。保守管理とい

うわけではございませんで。 

○委員長（池田忠史君） 

すいません、ある程度はもう予算書に書い

てあるんで、ここの保守管理の部分について、

ちょっと詳細分かれば。 

○吉川支所長（清水義和君） 

はい。すいません、清水です。 

まずは電気工作物の保安業務で 24 万円程

度、それから自動扉の開閉業務で８万 8,000

円、それから消防設備で９万 9,000 円、電話

設備保守で 13 万 2,000 円、冷暖房設備保守

で 18 万 1,000 円という内訳になっておりま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

150 ページお願いします。経営所得安定対

策等推進事業で、高収益作物生産に対する助

成事業の業務ということなんですけども、豊

能町、ヤーコンだとかお米とかいろいろある

んですけど、これ何に対してとかってあるん

でしょうか。何か生産、後は加工とか。なん

かちょっと教えていただきたい。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 

この対象となる作物なんですが、今おっし

ゃったヤーコンであったりとか、あとすいま

せん、地域振興作物というふうにされてまし

てヤーコンとかと、あと軟弱野菜ですね、小

松菜とか春菊とか、あとトマト、大根、人参

でそういったものがあります。 

あと豊能町というわけではないんですが、

大阪府のほうで大阪エコ農産物として定めら

れているものであったりとか、なにわの伝統

野菜ということで定められているこちら高山

の真菜とか高山ごぼうとかが入ってるんです

けれども、こういったものが対象の作物でご
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ざいます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

そういったものを作って、例えばふるさと

納税とかになるようにその助成金の使い方っ

ていうのが具体的にはどういうことをされて

るのかなと。ただ作ってるだけではないです

よね。 

○委員長（池田忠史君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

先ほどこれはやっぱりね手間がかかるんで

すほかの作物より。ただ大阪府とか豊能町で

振興していこうっていうところで、そういっ

たものを作られたら手間がかかるんでその分

をちょっと上乗せするっていうような形です。 

有機も同じ形で有機の野菜とかも、先ほど

からの転換のやつもですけども、やっぱり通

常の観光の普通の野菜作ってるよりかはるか

に手間がかかりますんで、そういうところに

助成していこうというような類の交付金にな

ってます。はい。 

なので、あとそれが直接ふるさと納税の返

礼品っていうわけではないですけども、野菜、

お米とかもエコ農産物とかっていうのがあり

ますんで、そういうところは返礼品、志野の

里の返礼品としても挙げさせていただいてい

るというところです。はい。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

分かりました。じゃあ作る側としては、楽

ちんな農作をしたほうが儲かるんだけど、手

間のかかるものをやめてほしくないから助成

してでも作ってねっていうことですね。はい。 

ありがとうございます。 

○委員長（池田忠史君） 

ちょっと私があんまりまたためて出したら

怒られますんで、小出しします。 

まずですね、135 ページ。また戻りますけ

れども。希望ケ丘の多目的トイレなんですけ

ど、今現在トイレありますよね、それを多目

的トイレに替えるということだと思うんです

けど、その場合、同じあの場所にあるトイレ

を潰してそこに設置するというようなイメー

ジで私は思ってたんですけど、それで合って

るのかというところと、そのトイレ自体です

ね、どんな規模のどんなトイレをこの 3,000

万ですよね。どんなトイレを設置する予定な

のか、まずここを確認したい。 

はい、吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

希望ケ丘のトイレの改修ですけども、今既

存のトイレを撤去して新設します。規模的な

ものは光風台２丁目中央公園にあります多目

的トイレのちょっと小さい版です。女性用、

男性用それぞれ１基ずつ別で御利用できるよ

うに、今は仕切りだけですので、ちょっと使

いにくいというお声も聞いてますので、そこ

の部分を配慮して別々でっていうふうには考

えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

でですね、次８番のほうなんですけど。こ

れ清掃業務委託されてますけど、これどれぐ

らいの頻度で清掃する分での委託になってる

んすか。例えば、月１回とか週１回とか。 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

はい。建設課、吉澤です。 

２週間に１回ぐらい清掃とその施設の点検

ですね、そういう形で考えています。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 
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これちょっと以前にもあったんですけど、

その２週間の間にかなり汚れた形で使われた

りとかで、その場合の維持管理はもう自治会

でしてもらうということでよろしいですか。 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課、吉澤です。 

その維持管理につきましては、以前自治会

の方とそこの部分は協力するようというお声

も聞いておりますので、その維持管理のやり

方については、設置後、自治会とお話させて

いただけたらと思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

次に 145 ページ、就農支援塾事業ですけれ

ども。今年度もうす少しで終わりになると思

うんですけれども、終わった後、今卒塾生の

行き先はもうある程度は決まってるんですか

ね。豊能町内で就農していただける人の人数

とかですね、その辺どのような感じになって

いるのか。もしある程度決まっているのであ

ればちょっとお伺いしたいです。 

中谷農林商工課長、 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

２月の講義のときに、今後どうしますかっ

ていうようなアンケートをとってまして、今

集計中なんですが、もう既に出していただい

てる方おられまして、その方の意向としては、

有機のほうもちょっと研修やりたいという方

と、あと水稲ですね、米づくりのほうも興味

あって、そっち側のほうで何か研修ないかっ

ていうようなことを聞いてます。 

一部、一人アンケートが出てないですけど

も、農地のほう借りたい、４月入ったらすぐ

に借りたいっていうことで相談いただいてる

方もいてるというような、今の現状としては

そういうところです。はい。 

○委員長（池田忠史君） 

基本これは豊能町でお金を出して、また豊

能町の農地も買える権利ももらえるっていう

ところでの事業となっているはずなので、こ

この部分やはり豊能町で就農していただくよ

うに、もう全員ができれば就農していただく

ような形で事業を進めていっていただきたい

と思いますんで、今の話はまず今年度ですね、

次年度も同じようにこの予算とっている以上、

それを前提として事業を進めていっていただ

きたいと思いますけど、その辺はどのように

考えておられますか。 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

一般質問とかでも今までどれぐらいが就農

してるかということで、約半数ぐらい、70

のうちの今おおよその数しか言ってませんけ

ども 70 人の卒塾生に対して 35 人ぐらいの就

農者がいているというところです。 

もちろん入講時には、皆さんそういうよう

な形で意気込んでおられるいうたらおかしい

んですけども、そういうような意気込みで受

講されているんですけども、やはり農業を始

めるには、機械とかそういう初期投資もかか

ってきます。場所についても、やはりいい場

所は地元の方がされるということで、そうい

うところもあってなかなかマッチングできな

い。また農業一本で生計を立てていくってい

う状況になかなか一足飛びにはいかない。も

しそういうような農業収入が生活していける

ぐらいいけるんであれば、わざわざよそから

連れてこんでも豊能町にいてる方が就農した

らいいんですけども、それができてないって

いうことはやっぱりよそから来てもなかなか、

それ一本で農業一本で食べていけないってい

うような現実がありますんで、やっぱり最初

来られてる理想と、実際にそれで食べていけ

るかっていうところをしっかり借りる段階で

考えられて、二の足を踏んでるっていうとこ
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ろで。もちろんこちらとしては、皆さんが就

農に至るように支援はしてはおりますけども、

そこはなかなか地元の方々も若い方々も就農

なかなかできひんっていうところと、同じよ

うな悩みが抱えてるんかなというようなとこ

ろがあります。 

またほんで、遠方ですとその機械をどこに

置くかとか、トイレとかそういうような問題、

休憩する場所っていうところも今ちょっと問

題になってるんで、そこをどうするかという

ところ、今課題として挙がっているような現

状があります。 

なので思いとしては、全ての方に卒塾生が

全ての卒塾生が豊能町内で就農していただき

たいけども、なかなか現実を見ると、全ての

方が就農には至らないそれぞれの理由がある

っていうところで御理解いただきたいと思い

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

でですね、もう一つ最後に同じところです

けれども。これ先にもう募集されていますよ

ね。以前にもちょっと申し上げたかもしれな

いすけど、近隣でも同じような事業をだんだ

ん進められていて募集人員も減ってるという

ようなことも聞いてますけれども、現在、募

集の人数に対して何人募集があるのか。 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 

当初の募集が 10 名程度ということで募集

しておりまして、現在のところ８名申込みい

ただいております。締切りが明日までですん

で確定ではございませんが、今そういった状

況でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

これはもうあんまり言ってもあれなんです

けど、もうだんだんいろんなところでするよ

うになってきてますんで、ただ募集するだけ

じゃなくて先ほどの有機農業の話もありまし

たけれども、何かまたほかのと違うようなも

のも進めていく中で募集をしていかないと、

もう人員の確保も難しいと思いますんで、そ

の辺は今後の予算でまた検討していただけれ

ばと思いますのでよろしくお願いします。 

ほかございますか。 

はい、才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

池田委員長のちょっと関連なんですけど、

今これ年会費というか月謝というか、お幾ら

もらってるんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課、井上です。 

年間で６万円いただいております。月に直

すと 5,000円ということになります。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

隣の茨木市も一昨年ぐらいからね就農支援

塾やってると思うんですけど、向こうの茨木

市とか箕面はどうか分からない、箕面もして

ますよね。この月謝というかそういう年会費

とかは向こう分かります。それによって違う

のか。それ人数は大体前も聞きましたけど、

12 人ぐらいがちょうどいいとおっしゃって

ましたよね。 

この月謝というかこの会費ですよね。これ

続けてもらおうと思ったら、高いのか安いの

かと思うんですよね。こんだけ払ったんだか

ら絶対農業するぞという、みんな挫折してい

きますけどね。 

ちょっとその辺はどうなんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

井上課長補佐。 

○農林商工課課長補佐（井上直彦君） 

農林商工課の井上です。 
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茨木でいいますと、春夏コースとか秋冬コ

ースとかちょっとそういった年間通してって

いう感じじゃなくて、ちょっと期間がもう少

し短いのかとは思うんですが、１課程コース

で１万 5,000 円という金額になっております。 

ただ、金額の設定に当たりましてはうちの

ほうが先行して始めてまして、今回ちょっと

また金額設定するに当たりまして、これと比

較してとかいうところまではちょっとしてい

ない状況ではあります。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

金額ね、安かったら誰でも行けて、行けま

すやん。この人間の心理としたら学校でも習

い事でも高かったら、もうちゃんとしたクオ

リティの高いものを習得できるというね。豊

能町は先生もねえ、遠くから優秀な先生が来

られてます。 

何が言いたいかといったら、新規就農塾生

を確保したければ、もうちょっと私値段をね、

上げてもいいのかなと思うんですよ、そんだ

け優秀な先生が来られてるんですから。そし

たらこんだけお金使ったら、もう絶対にこの

豊能町で農業せなあかんという心理。その辺

はどうなんでしょうかね。 

昔、もっと 15 年ほど前ですけど、私の知

り合いが三重県のほうでこの就農支援塾とか

ないときですよ、三重のほうで年間 40 万を

かけて農業の資格を取りに行かれてました。

その人はちゃんと農業もされてます。40 万

もかかったんだからみたいなね。 

またその辺はまたちょっと考えていただい

たらいいと思う。 

中谷課長どうぞ。 

○委員長（池田忠史君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

農林商工課、中谷です。 

確かに 40 万とか民間でもございます。そ

こら辺の設定って結構難しい、受講生の心理

的なところあって、やっぱり 40 万出しても

行くよっていうところもありますし、逆に多

分そうなると人数がぐっと減ってくると思い

ます。ただ、そういう高額出したほうが多分、

就農に至る方も真剣なんで、就農に至る方も

多くなると思います。これあくまでも私の感

覚の中で。 

結局安く設定してしまったら、ぎょうさん

来るけども脱落者も多い。最後、卒塾したけ

ども、借りひんっていうようなことが多い。

そこら辺をどれぐらいのあんばいがいいかな

っていうところ、なかなか毎年毎年参加費っ

ていうのは、変化さすっていうのはなかなか

難しいかなっていうか、ところがあります。

一番最初始めたときは年間１万、月１万、月

１万でそんときは人員も募集してきた人数も

今よりかは少なかったような、当初７、８人

やったと思うんですけども。それが安して、

一気に 20人ぐらい来た時期もありました。 

今よそがやったからちょっとまた下がってき

て、一番最初やったぐらいの数まで来てるっ

ていうところです。 

これなかなかちょっと難しいんで、ただ先

ほども言いましたけどもあんまり毎年毎年受

講料を上げたり下げたりっていうのがなかな

かできひんので、今ずっと現状維持で、今も

ちょうどいいぐらいっていうかもうちょっと

来てほしいなとは思いますけども、いいぐら

いのも保てるんで、ちょっと今急激に 20 万

も 30 万もっていうところまでは考えてない

というところですいません。 

よろしくお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

164 ページの会計管理事業なんですけども、
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この 1,600 万かな 43 万のうちのほぼ手数料

ですよねこれ、はい。 

手数料ちょっと 120 万アップしたっていう

のは、どういう計算に基づいてるのかと。 

それで手数料って銀行なんのかな。 

ちょっとその辺り併せてお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

石井会計管理者。 

○会計管理者（石井慎子君） 

はい。出納室、石井です。 

はい。手数料のアップですが、銀行振込の

手数料、その辺りが令和７年度より令和８年

度の見込み多くなっております。 

あと、振込できなかったものの組戻しとか、

あと変更というエラー分などがありまして、

そちらもちょっと少し令和７年度よりは件数

を多めに見ております。組戻しなどは、変更

手数料ですね 100 件など年間でエラーが出ま

すので、そういったものと、あと窓口での取

扱手数料などが入っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

これ、例えば介護保険が１円、２円戻って

くるとかっていうとき何かあったかな。この

金額で町は銀行使うんだなと思った記憶があ

るんだけども、そういう場合もこの手数料が

入ってくんですか。 

違ってたらまたお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

石井会計管理者。 

○会計管理者（石井慎子君） 

出納室、石井です。 

１円、２円とかそういった少額の還付など

も１件当たりの手数料 110 円お支払いしてお

ります。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい。林です。 

157 ページなんですけれども、１番で死獣

衛生害虫事業ということで予算減ってるんで

すけども、なぜ予算減ったのか、お伺いした

いと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

中井環境課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。環境課、中井です。 

ちょっと若干予算のほうが入ってるんです

けれども、こちらはですね死犬等ですね死獣

の処理業務委託料の減ということになるんで

すけれども、予算算定する際にですね、今年

度、令和７年度の前半部分の状況を勘案して

ちょっと計上したんですけれども、ちょっと

前半にですね余りにもちょっと例年に比べて

死獣の件数が少なかったというようなことが

ございまして、その影響でちょっと若干下が

ってるんですけれども、ちょっともしかした

らちょっと来年度ですね、例年どおりの量が

出てきますとちょっと若干予算が不足するお

それがあってちょっと困ったなというふうに

実は思ってるところでございます。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

これ、１頭当たり幾らとか何か決まってる

んですか。 

○委員長（池田忠史君） 

中井環境課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい。処理のほうですねこちらのほう委託

をしておりまして、１頭当たり引き取ってい

ただくのに 5,380円かかっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 
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ほか。 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

すいません、今の１体当たりお金、町負担

なんですよね。これ私も自分の犬が死んだと

きに町にお願いしたんですけど、無料だった

んですね。これは出した 

    （発言する者あり） 

○委員（内田香織君） 

お金を出した覚えがないんですけど。愛犬

が死んで持ってったときにお金は取ってるん

ですか。 

○委員長（池田忠史君） 

中井環境課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

ペットですねペットが亡くなった場合です

ね、その場合町のほうから御自宅のほうにお

伺いして、引取りをさせていただく場合は手

数料が 4,400 円です。環境課の窓口にお持ち

いただきましたら 3,300 円ということで、若

干差はあるんですけれども、それは各ペット

の所有者の方からちょうだいしております。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

悲しみにくれて、お金を払ったこと忘れて

おりました。 

すいません。 

○委員長（池田忠史君） 

ほか、よろしいですか。 

ほかございませんか。 

ではもうないようですので、ちょうどタイ

ミングもあれですので、入替ですけど、休憩。 

はい、もう入替のタイミングですけど休憩に

さしていただいて、午後はこども未来部から

ということで始めさせていただきたいと思い

ます。 

次、再開は 13時といたします。 

  （午後０時 11分 休憩） 

  （午後１時 00分 再開） 

○委員長（池田忠史君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、予算説明資料の 167 ページから 207

ページまでのこども未来部が所管する事業に

ついて御説明願います。順次説明をお願いい

たします。 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。よろしく

お願いいたします。 

そうしましたら、第 18 号議案のうち教育

委員会こども未来部に関係する予算につきま

して御説明を申し上げます。着座にて説明さ

せていただきます。 

それでは予算書の 125 ページ、当初予算説

明資料 169 ページをお開きください。大事業、

学校園管理事業の小事業、学校園管理事業で

ございますが、令和８年４月に義務教育学校

が開校されることにより、町内に４施設あり

ました給食施設がとよの西学園に集約化され

たこと、また東能勢中学校で提供しておりま

したデリバリー給食が廃止となることから約

3,000 万円の減。また廃校となる学校の維持

管理費やシートスとのプール事業の委託料な

どで約 2,000 万円の増となり、合計で約

1,000 万円の減となっております。また、令

和８年度から、総合政策課で所管をしており

ました otta につきまして、子ども、高齢な

ど町全体で事業を進める必要があるというこ

とから、教育委員会教育総務課で所管すると

いうことになり、ルーターの保守管理料とい

たしまして 30 万 3,000 円の予算を計上して

いるところでございます。 

次に４．高校生通学費補助事業でございま

すが、この事業は令和６年度から高校等に通

学する生徒に対し、保護者の負担軽減を目的

に補助事業を行っておりますが、交通費の値

上がりなどもあり、更なる保護者の負担軽減
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を図るため、現在の負担上限額をバス利用者

で３万円のところを４万円に、電車利用者の

方で２万円のところ２万 2,000 円というふう

に改定するものでございます。予算額のほう

には変動はございません。 

次に予算書の 127 ページ、当初予算説明資

料 172 ページをお開きください。大事業名、

小中一貫校施設整備事業の構成小事業名１．

小中一貫校施設整備事業でございますが、令

和８年度に現在の東能勢中学校校舎を改修し、

とよの東学園を開校いたしますが、令和 11

年度に東能勢小学校校舎に移転開校するため、

その改修工事に係る基本設計予算を計上する

ものでございます。 

次に予算書 129 ページ、当初予算説明資料

は 174 ページをお開きください。大事業名、

義務教育学校管理事業でございますが、義務

教育学校の開校に伴い、新たに項を新設した

ため、従前、今年度まで、小中学校管理費と

いう事業で計上さしていたものがこの事業名

に変更となったことにより、令和７年度の事

業費が空白となっているものでございます。 

２番の義務教育学校複合機整備事業でござ

いますが、各校に設置している複合機の保守

が終了することから、部品、消耗品がなく修

理ができなくなるため、新たに複合機を東学

園に１台、西学園に２台を整備するための予

算を計上しているものでございます。なお本

予算につきましては、債務負担行為を設定す

るもので、予算書の 18 ページ、第２表、債

務負担行為に記載のとおり、期間、限度額を

設定しております。 

次に、３．義務教育学校猛暑対策事業でご

ざいますが、昨今の異常気象による猛暑対策

といたしまして、ウォータークーラー、冷凍

庫を整備するための費用を計上してございま

す。内訳としましては、ウォータークーラー

３台。そのウォータークーラーの設置工事費、

冷凍庫、これは東西、東に２台、西に４台、

合計で 128 万 7,000 円を計上しているもので

ございます。 

次に、義務教育学校給食費支援事業でござ

いますが、物価高騰している中、子育て支援

施策の一環として給食費を全額補助するもの

でございます。なお令和７年度は、小学校給

食と中学校給食の提供方法が異なっていたこ

とから、事業を分けておりましたが、令和８

年度からは、とよの西学園で調理した給食を

とよの東学園に搬送することから、事業名を

統一したものでございます。前期課程の給食

費補助、小学校給食費ですねの補助につきま

しては 3,026 万 8,000 円、後期課程中学校給

食につきましては 1,820 万 8,000 円、合計で

4,847万 6,000円となります。 

学校給食費の抜本的な負担軽減施策、いわ

ゆる給食費の無償化により、小学校給食は基

準額、国が示しております基準額で月額

5,200 円が国・府からの財源として充当され

ますが、小学校給食の栄養価率、充足率を満

たすために、この 5,200 円で足らずの部分に

つきましては、町が単費で 338 万 4,000 円、

予算措置をするものでございます。 

次に、予算書の 129 ページから 130 ページ、

当初予算説明資料は 175 ページから 176 ペー

ジをお開きください。それぞれがですね大事

業名として、とよの東学園運営事業、とよの

西学園運営事業としてございますが、今年度

まではそれぞれの学校ごとに運営事業という

形で予算措置のほうをしておりましたが、８

年４月から統合をするということで、それぞ

れの学校別に運営事業を立てさせていただき

まして、必要な経費を計上さしていただいて

いるものでございます。 

教育総務課は以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課、大石です。 
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それでは私のほうからは、義務教育課の所

管事業のうち主なものを御説明させていただ

きます。着座にて御説明させていただきます。 

予算書 131 ページ、当初予算説明資料 182

ページ、183 ページを御覧ください。当初予

算説明資料、大事業、学校教育充実事業につ

きましては、小事業名の四つ目、教育ＤＸ推

進事業につきましては、１人１台配付した端

末による主体的に学べる学習環境を実現する

ため、オンライン配信ソフトを利用した事業

やデータでの提出物の集約などの事業支援シ

ステムとなります。また、令和３年度より実

施の豊能町独自の学力・体力・生活調査「と

よのチャレンジ」につきましては、義務教育

９年間の切れ目ない教育実現に向けて実施し

てきましたが、全国学力・学習状況調査や大

阪府中学生チャレンジテスト等、国や大阪府

が実施している学力調査等においても、経年

変化や各種分析が可能となったため、とよの

チャレンジは体力調査のみとし、新たにタブ

レットドリルを導入して、個別最適な学びを

実現し、児童生徒の学力向上を目指していき

ます。主な支出としましては、児童生徒のタ

ブレットのライセンス使用料の業務委託料と

なります。 

予算書 132 ページ、当初予算説明資料 184

ページを御覧ください。当初予算説明資料、

大事業名、人権・地域教育充実事業のうち、

小事業名の１つ目、教育コミュニティづくり

推進事業につきましては、学校に地域学校協

働活動推進員を配置し、地域と学校との懸け

橋としての役割を担うことで、地域住民の参

画による学校支援活動を充実させていきます。

また、地域協働本部を各義務教育学校区に設

置し、保護者や地域住民が所園、学校の教育

活動等を支援する具体的な活動をしていきま

す。地域学校協働活動推進員が中心となり、

保護者や地域の方々の協力を得て、登下校の

見守りや学校支援等の活動を行い、活動を通

じて所園、学校及び保護者、地域のつながり

をつくっていきます。主な支出としましては、

推進員等の報償金となります。 

私からの説明は以上となります。 

○委員長（池田忠史君） 

髙田こども育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

私からは、こども育成課の関連部分につい

て、昨年度と大きく変更がありました項目に

ついて御説明いたします。着座にて失礼しま

す。 

当初予算説明資料 188 ページ、予算書 93

ページを御覧ください。小事業名、留守家庭

児童育成室運営補助事業につきましては、育

成室の運営補助業務を委託するものです。令

和７年度当初予算と比較して 110 万 6,000 円

の増となっておりますが、令和７年度予算に

つきましては、昨年９月の議会で補正をして

おり、補正後の 256 万 3,000 円とほぼ同額を

見込んでいるものです。 

小事業名、留守家庭児童育成室整備事業に

つきましては、令和８年度に再編し、新たに

開設する育成室に必要な施設整備に要する費

用を計上したものでございます。ホットカー

ペット等の購入を予定しております。 

当初予算説明資料 191 ページ、予算書 127

ページを御覧ください。大事業名、子ども・

子育て支援事業、小事業名、子ども・子育て

支援事業の増額分の理由につきましては、主

に町外の保育、教育施設を利用する子どもに

ついて、施設に支払う給付金の増によるもの

です。令和７年度当初予算と比較して 1,389

万 3,000 円の増となっていますが、令和７年

度予算につきましては、令和７年 12 月議会

で補正を増額しており、補正後の 3,660 失礼

しました、3,606万1,000円と比較すると367

万 3,000 円の増となっています。増額の要因

としては、令和７年度と比較して６人の増を
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見込んでいます。 

小事業名、言語翻訳機購入事業につきまし

ては、外国にルーツを持つ子どもや保護者等

と円滑なコミュニケーションを図るため、多

言語翻訳機１台を導入するものです。 

当初予算説明資料 193 ページ、予算書 134

ページを御覧ください。大事業名、ふたば園

運営事業、小事業名、保育士・幼稚園教諭派

遣事業につきましては、令和８年度当初から、

正職員及び会計年度任用職員による保育士の

配置に不足が見込まれることから、保育士派

遣業務に係る業務委託料１名分を予算計上し

たものです。なお、昨年度、令和７年度は２

名分のところ、令和８年度は１名分として減

額となっております。 

こども育成課分については以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課の大森と申します。よろ

しくお願いいたします。 

私のほうからは生涯学習課関連部分につい

て御説明いたします。着座にて失礼いたしま

す。 

当初予算説明資料では 194 ページの学校教

育充実事業から 207 ページの生涯スポーツ推

進事業まで、予算書では 126 ページの事務局

費の学校教育充実事業及び 136 ページの社会

教育総務費から 143 ページのスポーツ振興費

までとなっております。 

それでは、主な臨時事業や変更のある事業

について御説明いたします。 

まず予算説明資料 196 ページ、予算書 136

ページを御覧ください。青少年健全育成事業

ですが、中学生以下を対象としました夏休み

期間のシートスプール無料利用券について、

これまで希望者のみ上限３回としていたもの

を学校園において全員配付とし、上限も５回

に拡大して実施するため増額となっておりま

す。なお、事業費としては 13 万 5,000 円の

増となっておりますが、当該無料券に係る経

費としましては 25 万円の増となっておりま

す。 

続いて、予算説明資料 199 ページ、予算書

138 ページの図書館運営事業を御覧ください。 

小事業の５つ目、図書館システム更新事業で

すが、現在使用している図書館システムの契

約が令和９年１月末で満了となるため、更新

するものです。なお、契約に合わせて令和８

年度から 13 年度まで債務負担行為を設定し

ており、予算書 18 ページにも記載しており

ます。 

次に、予算説明資料 201 ページ、予算書

143 ページのユーベルホール管理事業を御覧

ください。小事業の２つ目、ユーベルホール

案内標識撤去事業ですが、国道 173 号一の鳥

居駅付近にありますユーベルホールの案内標

識が、新たに舎羅林山交差点が設置されたこ

とにより、誤った誘導になるおそれがあるこ

とから撤去工事を実施するものです。 

最後に予算説明資料 206 ページ、予算書

145 ページのシートス管理事業を御覧くださ

い。小事業の２つ目、シートス改修事業です

が、シート内にありますテニスコートの人工

芝が摩耗や損傷により破れたりめくれたりし

ている部分が多数あり、応急処置での対応が

困難となってきたことから、全面的に張替工

事を行うものです。 

説明は以上です。御審査賜りますよう、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

これより質疑を行います。 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

後ろからになるんですけど、201 ページ、

ユーベルホール案内標識撤去事業。これは撤

去して、また付け替えるという形ですか。看

板がなくなるっていうことじゃなくて場所が
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変わる、じゃなくて完全に看板がなくなるん

でしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課の大森です。 

この標識につきましては、今回撤去するの

みという形で考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

では、もうユーベルホール案内する看板が

ないんのはいいんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

今現在付いているところ自体がかなり交差

点から離れてるところになってきてしまって

るんですけども、なかなかその他の場所につ

いては、現在の交差点の場所から一の鳥居の

交差点と舎羅林山の交差点の間に案内標識を

つくるスペースというものがない状態になっ

ておりますので、なかなかその新たに設置す

ることがちょっと難しいというところから撤

去のみというふうな形で考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

例えばですけど、撤去じゃなくて案内の標

識に２つ目の信号を右折とかっていう表記で

継続することも可能かとは思うんですけど、

その検討はされてないんですか。 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

委員長御指摘のとおり、今の現状のものに

シールなどというふうなところも考えたんで

すけれども、なかなかその２つ目の交差点を

右にというところが、今の現状の看板だとス

ペース的にそういった２つ目の交差点を曲が

れというふうなことが、記載がなかなか難し

いというふうな判断で今回は撤去のみという

ふうな形で考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

今のお話ですが、これは町のほうが御自分

たちの考えでちょっと取りましょうと、じゃ

なくてどっかから取れと言われたのか、まず

そこから。それとその大きさが決まってるの

かどうかお尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

どこからか指摘があってというふうなこと

ではないんですけども。特段こちらにも苦情

というところはあんまりこちらには届いてい

ないんですけれども、やはり誤表示になると

いうふうなところの判断から、今回撤去する

というふうに考えたものです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

誤解の受けやすい案内じゃないかってこと

はよう分かりました、そこで。ただあれを取

ってしまうっていうのはね、やっぱり豊能町

の施設あるんだってことはやっぱり私は置い

といたほうがいいと思ってますので、看板ち

ょっとでも 10 センチでも長くしてとか、そ

ういう方法は無理ですか。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 
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はい。生涯学習課、大森です。 

現状の看板というものが吊り下げ式のもの

になっておりまして、ただ今の基準でいくと

その吊り下げ式のものっていうもの自体をな

くしていく、認めていかないというふうなこ

とを土木事務所のほうから聞いておりまして、

そうなってきますと、今の現状の支柱では細

すぎて支柱からやり替えないと、そういった

ものの看板には取り替えられないというふう

なところから、なかなか新たに全てを作り直

すのかどうかというようなところの判断で、

今回はもう撤去のみというふうな形で判断さ

せていただきました。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

ユーベルホールの看板、もうやっぱり豊能

町にあそこから一の鳥居から右に、池田の方

面から来たときに右に曲がっていくという案

内自体が豊能町という部分、こちら豊能町入

りますよっていうのもないし、あのおっきな

看板その矢印だけもう亀岡か何かになってる

と思うんですよ。なんで、豊能町のＰＲをす

るためにも、逆に僕はユーベルホールよりも

豊能町こっちみたいのが一緒にあったほうが

ありがたいと思ってたんですけども、その辺

も考慮しながら考えていただきたいと思いま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

これ今看板確認してるんですけど、右上に

空白があるんですけどそこに付けることでで

きないんですかね。 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

できることなら残そうというふうなところ

は考えさせていただいたんですけど、なかな

かその２つ目というところの表現が難しいか

なというふうな感じでどうしても考え、そう

いう結論にちょっと至ったので、今回は撤去

というふうな感じで考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

僕はてっきりなんか言われたのかと。邪魔

だから舎羅林山の交差点をつくって警察のほ

うからこれは邪魔だからって言われたのかな

あと思ってたんですけど、自らの判断で 200

万近くかけて撤去だけするっていうことにな

るんですか。 

いやっていう説明、答弁を受けてるんです

けど、いやそれだったら今公共施設再編でユ

ーベルどうするかっていう議論真っ最中です

よね。もしかしたら後、どっちかというとユ

ーベルは使わずに、新しく造ったところにホ

ールみたいなのをつくってっていったら、ユ

ーベルの残る期間ってもうそれほど長くない

ですよね。そしたら今課長補佐が言われたよ

うに、本当に禁止になったらもう取ればいい

しそれまで置いといたらどうなんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

例えばですけど、手前にね川西中央霊園の

看板があるんですよ。そこは次の信号を右折

って書いてあるんですよ。多分そこも次の信

号を右折じゃないから、何らかの形で表示を

変えないと。かなり大きい看板なんで、それ

も多分変えられると思うんでそれ参考にして

豊能町もちょろっとだけなんかに２つ目の信

号とかってちょっと付けるとかで、修正でち

ょっといけないんかなと思ったりはちょっと

しましたけども、どうなんですかね。 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

現状は吊り下げの看板自体をなくしていく

方向だというふうなことで、宝塚土木の方か
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ら言われておりますので、それをそういう修

正のほうができるのかどうかというところも

含めて、もう一度池田土木のほうにも確認を

とって、すいません、宝塚土木のほうにも確

認をとって進めてみたいと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

私多田から帰ってくるときユーベルの看板

を目指して右折するから、あれなくなったら

畦野まで行ってしまいますよ、本当に。これ

は何、これ宝塚土木の管轄なんですか、兵庫

県の。この案内標識何でもそういう各土木、

各地域の土木が担当なんですか、国道やから。 

これ豊能町、どこかに豊能町という表示は

付けてもらえないんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

宝塚土木のほうに確認をとってというふう

なところもありますので、連絡取ってそうい

うことが可能なのであれば、そういったこと

も含めて、お願いしていきたいと思っており

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

でもあれですよね、道路の標識というか看

板については教育委員会じゃなくて建設の話

にもなりますんで、もうちょっとこれは一旦

ここで終わりにして、その件に関してはちょ

っと一旦終わりにさせてもらいたいと思いま

す。はい。 

ですんで、ユーベルの看板については質問

していただけますが、その豊能町の看板とか

っていう話はちょっと置いといていただいて、

はい。 

ほかありますでしょうか。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい。林です。 

169 ページなんですけれども、小事業名５

番のところの草刈機購入事業ということで、

50 万上がってるんですけども、これはどこ

の学校に配置するのか。また台数は何台御用

意されるのかお聞きします。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。 

今回草刈機の購入事業として 50 万円を計

上させていただいておりますが、この 50 万

円につきましては、統合後の廃校となった学

校、こちらにつきましても当然管理が必要に

なってまいります。こちらのほうは教育委員

会のほうで管理をしていくわけですが、管理

に必要な草刈機、機器をちょっと購入すると

いうことで計上させていただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

何台ですか。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

この 50 万円なんですけれども、何ですか

ね、自動でこう乗って乗用の草刈機っていう

のがあるんですけれども、当然新車ではちょ

っとこういうものは買えないので、中古車で

こういうものがもしこれぐらいの価格であれ

ばですね、夏場とか暑いときに作業するって

のは当然危険伴いますので、できればそうい

う形でのものを使ってやっていきたいなとい

うふうには考えておりますが、その値段でち

ょっと合うものがあるかどうかっていうのが

分かりませんので、ない場合につきましては、

ほかの手押し式の四輪で動くタイプとかって

いうのを１台、２台買っていこうかなという

ふうに考えております。 

以上です。 
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○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい。草刈機、廃校になった学校を順繰り

回っていくわけですね、草刈機持って、車に

積んで。そういうふうな状況、そのまま３台

用意したら３台、１台ずつはもう置いとくと

かじゃなくて、そういうことはしないで、１

台か、若しくは２台今おっしゃってましたけ

ども、それを持ち回りというか順繰り使うと

いうようなことで、そういうふうに理解して

よろしいですか。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。 

今施設の維持管理のほうさせていただいて

おりますのは、教育総務課の営繕の職員にそ

ういう対応をお願いしているところでござい

ますので、各施設につきまして、同時に入る

ということは当然、今もそれぞれ予定を立て

て入らせていただいておりますので、廃校後

の各校状況を見ながら、一番近隣に迷惑がど

うしても草木が繁茂してっていうような苦情

もございますので、そうならないような形で

対応はしていきたいというふうに考えてござ

います。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

まず最近当たり前のように中古っていうこ

とが出てきてるんですけど。まずはハニタス

が中古でしたよね。スクールバスが中古でし

たよね。これ中古買うっていうことはもう構

わないんですか。今までは何か行政は、もう

中古でもいいのかなと思ってたんですけど、

何かあったときのために新車、新車、新品っ

ていう認識ではいたんですけど。 

そこら辺は、中古で買うっていうことは全

然問題なくなったんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。 

行政のほうで物を買うときっていうのは、

今議長おっしゃられてるように新しいものっ

ていうのが一番求めます。ただどうしても予

算的な問題っていうのも当然考えながらとい

うところでございますので、中古であっても

ですね、十分にこちらの目的を達成できると

いうようなものであればですね、やはり費用

面から中古っていうのも排除するものではな

いというふうに考えてございます。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

全然僕はそれでいいと思ってるんで、ただ

公平性とかいろいろ入札かけたらどうしても

新品でなんかはパソコン買ったときでも割高

だなと思いながら、行政だから仕方ないのか

なという感じはしてたんですけど。いやもう

財政難なんだからその方向に吹っ切ってくれ

たらそれでいいかなと思ってるんで、ただ中

古の場合、それを見る目っていうところも重

大になってくるんで、やはりそれはそれなり

に養っていかないといけないかなと思うんで、

そこら辺は町全体として、その見極める目で

すよね判断する力っていうものはつけていっ

ていただけたらなと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

秋元です。 

169 ページの下にありますＰＣＢのことな

んですけども、これは今ってのは順番待ちで

今になったという理解でいいですか。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 
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○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

今回予算計上させていただいております低

濃度のＰＣＢということで、以前は以前保育

所のほうに置いていた高濃度につきましては、

令和２年に処分のほうさせていただいてると

ころです。その当時は当然この順番待ちとい

うようなことがございましたが、今現在はで

すね、順番を待って割り当てが来たというも

のではないんですが、保管する年限というの

が決まってございますので、この年限を超過

しないためにももう来年度、この分を処分す

るということで予算計上をさせていただいて

おります。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

だからもうこれが最後っていう理解でいい

ですか。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

教育関係の施設の分につきましてはこれが

最後という認識で間違いございません。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

191 ページの翻訳機、これはどこに置くん

ですか。 

○委員長（池田忠史君） 

髙田こども育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

来年度に関しては、ひかり幼稚園を予定し

ております。ただ３か所で１台でございます

ので、今後対象となる方が来られた場合、い

らっしゃった場合には、基本的には共用でい

けたらというふうには考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

今現在っていうか来年度はそういう方がい

らっしゃるかどうか分かってるんですか。外

国人のルーツを持つ方。 

○委員長（池田忠史君） 

髙田こども育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

はい。予定しております。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

193 ページの２の保育士と幼稚園教諭の派

遣なんですけども、今回の予算ちょっと大分

減ってんですけど、何人予定され、ごめん、

私聞いてなかったごめん。申し訳ない。もし

言ってたらごめんなさい。 

○委員長（池田忠史君） 

髙田こども育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

ふたば園運営事業の中の保育士・幼稚園教

諭派遣事業に関しましては、今年度１名。失

礼しました。令和８年度１名でございます。 

ちなみに令和７年度は２名でございました

ので１名の減でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

この先ね、豊能町としてはふたばに関して

ですよ、ふたばに関しては、こういうふうな

形で派遣の形を考えていこうとしてるのか、

新たに人材を雇っていこうとしてるのか、ど

っちの方向へ行こうとしてるのか、お聞かせ

ください。 

○委員長（池田忠史君） 

髙田こども育成課長。 
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○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

今回予算要求しております派遣保育士に関

しましては、あくまでも町職員で配置ができ

ない場合の代替措置ということでございます

ので、基本的には正職員、あるいは会計年度

年度任用職員で配置を考えております。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

関連しますけど、こども園で認定こども園

は保育士と幼稚園教諭の二つの資格を持った

人でないと駄目なんですか。保育士だけとか、

幼稚園教諭だけでしたよね今まで。でもこど

も園になったら両方の資格が要るということ

ですか。 

○委員長（池田忠史君） 

髙田こども育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

こども育成課の髙田です。 

厳密に申しますと、こども園でも幼稚園部、

それから保育所部でクラスを分けている場合

には、それぞれの幼稚園教諭、あるいはこの

保育士の資格でできる可能性はありますが、

豊能町に関しましては、両方の免許を持って

いるもののみを採用しております。一部、会

計年度任用職員で一方だけという方もいらっ

しゃいますけれども、それはそこの適切な配

置をしているということでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

今秋元委員もおっしゃったんですけど、一

般質問でも言ってるんですけど、この給与水

準ですね、保育士、幼稚園のね教諭の。これ

豊能町低いんですよね。だから、豊能町には

保育士、幼稚園教諭の免許資格保持者はおり

ます。しかし、給与が低いから他市に逃げて

しまう、流出している現実があるんです。現

に、５日ぐらい前も家に来はった人は保育、

そういう人でした。どないなるかならへんの

かなあというね、もう池田市で働いてはりま

すよ。もったいないことやなあと私すごく思

うんですけど、派遣会社にこんなん、じゃあ

聞いていいですか。派遣会社にお幾ら払って

るんですかっていうことは聞いていいんです

か。聞かないほうがいい。言いたくない。言

いたくない。町長首振ってはるから言いたく

ない。聞いていい。 

 じゃあ派遣会社にお幾ら払って、保育士の

ほう幾ら払ってますか、時間給ですね。 

○委員長（池田忠史君） 

髙田こども育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

派遣会社へ支払ってる単価ですけども、時

間当たり 2,450 円から 2,550 円の間でござい

ます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

時間給、時間給聞くのは皆さん時間給でや

っぱり選んでるからです。前これ総務課にお

尋ねしたら、年収の壁っていうやつを言いま

したけど、いや年収の壁っていう人はずっと

働きたい人であって、１か月に３日だけでも

働きたいという人もいるじゃないですか。そ

したら時間給で来ますよね。そういう年収の

壁とか言われたらまた別の話になるんですけ

ど、そんないちいちそういうことを考えてパ

ートとか探すんでしょうかって私はちょっと

思うんですけどね。もう少しあと 300 円ほど

上げてもろうたら、箕面とか池田と同じよう

になると思うんですけど、どうでしょう。 

その検討はされませんか。あのね、派遣会

社を通さないことはできないんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

高木副町長。 
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○副町長（高木 仁君） 

なかなか保育士が見つからないっていうの

はこれ、何年も前から課題になっております。 

その中で派遣会社と契約してそっから派遣を

いただいているというのが現実でございまし

て、我々といたしましてもやっぱりそれは会

計年度任用職員の方に来ていただいたほうが

財政的な負担が少なくて済むというところは

重々承知しております。 

その中で一定、人事のほうとも話はさせて

いただいておりまして、単価の見直しにつき

ましては令和８年度は若干見直しをさせてい

ただいておりますので、令和７年度のような

単価ではないということで、ちょっと御承知

おきいただきたいと思います。幾らかちょっ

と今、私正確には数字持っておりませんので

お答えできませんけども。ただ池田とか箕面

の辺りと比べますとまだまだ水準に追いつい

てないというところを認識しておりますが、

やはり上げますと、今働いておられる方全体

に影響を与えるという、失礼な言い方ですけ

ども、そこの財政的な負担がかなり伴ってき

てまいりますので、そこの財政的な負担と個

人の働いてらっしゃる方のその働く意欲って

いうところのバランスが非常にちょっとなか

なか取りづらいというところで、そこの池田、

箕面の水準までなかなか上げられないってい

うところが、我々としてもちょっといかんと

もしがたいっていうところがございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

それも一般質問でさせてもらったと思うん

です。派遣会社から入った人と町が直接雇っ

た人の給料の差があって、ぎくしゃくすると

いうこともあるんですよね。 

私が言ってるのはこの財政面ですよね。財

政面もちょっと楽になるん違うかなと思って

るんです。これ 500 何万、560 万。560 万派

遣会社に払って、多分この人 300 万ぐらいし

かもらえませんわということですよね。その

200 万もったいない、違うかなと思ってるん

ですよ。短期的に雇うんでしたら、入江部長

がおっしゃってましたけど、短期的に雇うん

やったら派遣会社はこれ有効なんやそれ分か

ります。でも長期になったら、やっぱり直接

雇用というかね、役場がそういうふうにされ

たほうがいいんじゃないですかなあと思うん

です。豊能町にはいます、そういった保育士、

幼稚園教諭の資格を持ってはる人。 

ちょっとこの辺はちょっと考えていただき

たいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

先ほども申し上げましたように、これ会計

年度職員が一定の数勤務されておられますの

で、お一人だけ例えば一人だけ雇いたいとい

うことでその人の報酬の単価を上げますとや

っぱりこれ全体的に影響してくるものでござ

いますので、そこのところの町全体の財政負

担と派遣会社からお一人来られるというとこ

ろのそのバランスを考えたときにそこはどう

なのかなというところで、我々も全体的なこ

とを考えて、令和７年度から令和から８年度、

若干の報酬の単価見直しをさせていただいて

るというところがございます。 

これで一度ちょっと令和８年度については

状況を確認させていただきながらまた引き続

き、その辺りの点について今才脇委員のおっ

しゃってることは課題であるというふうに認

識をしておりますので、引き続き検討は進め

させていただきたいというふうに思います。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

ふたば園とか行きましたらね、こんなにい
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っぱい職員さんがいてて、交代のときですよ

ね、交代の３時の交代かなんかのときに、こ

んだけの人がいてはるんやと私も痛感しまし

た。 

それがちょっとずつ単価を上げるというの

はかなり難しいかなと思いますけど、こんだ

けね、保育士不足、保育士不足って言ってる

んだからもう抜本的に豊能町はちょっと変え

ていかなあかんのかなと思うんですよ。そし

て、良き人材というか優秀な人材を来てもら

えるようによろしくお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

はい。林です。 

176 ページなんですけれども、１番のとよ

の西学園運営事業っていうところで、令和８

年度予算上がってるんですけども、予算書の

ほうに 129 ページと 130 ページで、129 ペー

ジのほうにとよの東学園の燃料費。言うたら、

東と西で燃料費の差額は何かなというところ

をお聞きしたいんですけれども、お願いしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

東西の学園の燃料費のところの違いが何か

というお尋ねだと思うんですけれども、東学

園のほうはプロパンガスを使わせていただい

ております。一方で、西学園のほうは都市ガ

スということで、ちょっとガスの供給形態が

異なっておりますので、ちょっと料金のほう

も違ってくるということでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こんにちは。こども未来部、仙波です。 

財政のほうでその実務提要と申しまして、

要は国から市町村にそういうお金の使い方み

たいなそういう通知があるんです。その中で、

都市ガスについては光熱水量費っていう、こ

こでいうところの燃料費の下の下の下、２つ

３つ下に光熱水量費っていうところがあるん

ですけれども、それで都市ガスのほうは計上

するように。プロパンガスについては燃料費

で計上するようにっていうふうに、そういう

通達がございまして、東能勢中学校のほうは

燃料費、失礼しました、東学園のほうはプロ

パンガスであるために燃料費のほうが多い。

西学園のほうは都市ガスなのでこの熱水量費

の中にガス代が含まれているという形になり

ます。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

185 ページのいじめ問題対策推進。これ 50

万ほど少なくなっているんですけど、なぜで

しょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

学校再編に伴い、現在、各小学校、中学校

に学校等問題のいじめ対策に当たりまして学

校等支援指導員というのを配置しております。 

学校再編に伴いまして学校数が減りますので、

学校等支援指導員の報償金の減となっており

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

確認したいんですけども、当初予算説明資

料の 174 ページの４番目の義務教育学校緊急

連絡用電話整備事業なんですけども、西地区

のスクールバスの添乗員用のスマートフォン

を別途配備するということで、これはあって
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はなりませんけども、スクールバスの乗降時

に、何か事故があったり緊急のときにすぐ連

絡がとれるための予算ということでよろしい

でしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。 

今回こちらで計上させていただいておりま

すのは、今副委員長おっしゃられております

とおり、まず添乗員用の緊急時対応のスマー

トフォンの分と、あと東西の義務教育学校の

管理職用にこれも緊急用に電話機を１台ずつ、

ということで予算を措置させていただいてお

ります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

同じく 174 ページの５番ですね、義務教育

学校給食費支援事業。これは西と東の学校給

食を西で作ってっていうことですね。東へは

車の運搬が入ると思うんですけど、運搬費も

この中に入ってるということでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

まず、174 ページの小事業の５番で計上さ

せていただいております、この 4,847 万

6,000 円でございますが、こちらはですね給

食費の補助金の事業費をこれは計上させてい

ただいております。 

今委員お尋ねの実際に西学園で作ったもの

を東学園の方に搬送するというものの予算に

つきましては、説明資料 169 ページ、小事業

名１番の学校園管理事業のほうにその予算は

含ませていただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

もう一つ同じ給食で、子どもさんは無償で

すね。学校の先生は今までどおり有料という

ことですね。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

委員おっしゃるとおり、教員につきまして

は、給食費のほうは徴収させていただきます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ついでって言いたんですけど、同じページ

で確認で何点か。３番のウォータークーラー

３台っておっしゃいましたけども、３台は全

て西学園ですか。それとも西、東で何台かず

つ。 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

ウォータークーラーの３台につきましては、

これは西学園のみの購入費用となってござい

ます。といいますのは東学園につきましては、

既設のウォータークーラーがございまして、

その分がまだ十分動くというようなところも

確認をさせていただいておりますので、西地

区で不足する分の予算を計上させていただい

てる、３台分ということです。 

○委員長（池田忠史君） 

それとですね、１番の学校管理事業ですけ

れども、昨年の予算では小学校、中学校それ

ぞれ別途で予算が上がってまして、両方合わ

せるとこの金額の３倍か４倍ぐらいの金額で

上がってるんですけど、これ４分の１で、ほ

かのところに予算振り分けられてるからこん

な形になってるんですかね。 

ちなみにですけど、小学校が 1,800 万ぐら
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いと、中学校が 350 万、ちょっと 550 万の昨

年の予算が入ってるんですけど、今回は 620

万っていうことなので、大分下がってるんで

すけど。 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

今回ですね、学校が統合をしたことにより

まして、今までそれぞれの施設で管理費用と

いうのを計上させていただいておりましたが、

今回、義務教育学校が二つになるということ

で、対前年で比較していただいたときに、大

幅に減っているというようなところかと思い

ます。 

義務教育学校自体ですね、管理と運営とに

分かれてございます。運営のほうにつきまし

てもそれぞれの学校での運営事業というのを

計上しておりましたが、２校になるというこ

とで、集約化されたことによってどれぐらい

予算が下がってくるのかっていうのもござい

ますが、実際に７年、８年で比較をさせてい

ただきますと、東学園のほうにつきましては、

約ですね 550 万ぐらいの減、運営コストが下

がってくるかと。一方で、西学園のほうにつ

きましては大体 100 万円ぐらいの減という形

になってございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

すいません、私の計算でいくと、今それも

ちょっと聞こうと思ってたんですけど、私の

計算でいくと西学校 100 万ぐらい上がってる

んですけど。光風台、東ときわ台、吉川、あ

と吉川中学、昨年の全部合わせると 3,500 万

ぐらいで 3,500、600 万弱ぐらいで、今年、

今回 3,480 万なんで、100 万ぐらい上がって

るんですけど。 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

ちょっと私どものほうも西学園のほうです

ね、７年、８年ちょっと比較のほうを積み上

げさせていただいておりまして、ちょっとそ

の臨時事業の取扱いをどうされてるのかって

いうようなところもあるかと思うんですけれ

ども。ちょっとこちらのほうでいうと 100 万

円ぐらいが下がってるっていうことになって

ますので、ちょっとそちらのほうはちょっと

確認のほうさしていただきたいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

どうしても分かんなかったんです。今回の

給食を運ぶ車というのは、新しい車買うのか

な。そこがよく分からないっていうことと、

その運搬方法なんですけども、何時に西学園

で作り終えて、何時までに持ってくとかって

いうその配分っていうかな運転手とか。そう

いうとこ、だから車が１台なのか２台なのか

もちょっと分からないので、どういうルート

で回るかも合わせて、お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

まず西地区のほうからこちら東学園、申し

訳ございません。西学園のほうから東学園の

ほうに給食を運ぶこの車は、今契約してる業

者のほうで１台、新しい車を調達していただ

くと。その車を利用して運んでいただくと。 

ただ、給食を運ぶだけではなく器材ですね

食器とか、こういうものは一緒にちょっと載

せれない。それはスペースとか車の大きさ的

な問題がございますので、その分については

別の車で運んでいただくという形になってお

ります。 

詳しい西学園のほうで、何時に給食が出来

上がって何時に出発してっていうちょっと今

その時間、行程はちょっと持ち合わせており
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ませんが、各学校の校時のほうに、校時の確

認をさせていただいて、児童生徒にその時間

に給食が提供できるという時間で計算のほう

はさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

最初の食材運ぶのは新車って言ってました

ね。これは業者が用意してくれるのかしら。 

もう１台の食器類を運ぶのも、同じ業者と思

ったらいいですか。 

それはどういう計算になっていくのか、お

願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

車につきましては、全て業者のほうが用意

をしていただくということで、町教育委員会

のほうで新たに何か費用を出してということ

ではございません。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

この学校管理費ですね、予算書の何ページ

かなこれ。そうですね 125 ページですよねの

中の業務委託料 5,384 万。これが給食と思っ

たらいいんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

業務委託料 5,281 万円のうち、給食調理の

委託料につきましては 4,289 万飛び 615 円で

ございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

同じ 125 ページの 12 の業務委託料 5,338

万 4,000円、この中に入ってるっていう。 

だったらもう１回ちょっと数字をお願いし

ます。4,000何某の。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。 

申し訳ございません。ちょっと私の資料の

ほうに一番初めにちょっと説明をさせていた

だきました、ちょっと otta 所管の替えてる

分の 330 万円のほうがちょっと私の資料のほ

うから抜け落ちておりまして、今、業務委託

料の総額は予算書に記載のとおりで間違いご

ざいません。そのうちで給食調理の委託料の

額というのが、先ほど申し上げました 4,289

万飛び 615円という形でございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

otta のがどこに入ってるって、もう一度。

いや、これに関しては僕はかなり今から質問

タイムになりますから、まず。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

otta の予算につきましては、この業務委

託料の中に、８年度予算として 330 万のほう

は計上させていただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

なぜ載せなかった、これ全然途中ですよ。 

スマートシティで残す事業として渋々残した

ような事業で、それでタグも配れていない、
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高齢者に普及させるっていってその状況もほ

とんど配れていない。こんな中途半端な事業

でどこにも載せなくて、業務委託料にごちゃ

まぜにして、当初予算の説明資料にも入れな

い。これ削ってくれって言ってるようなもん

ですよ。 

何のこんなんじゃ、やる意味ないよねって

なりますけど。今年１年の何にも聞いてない

し、聞いてない中で、来年度この予算をくだ

さいも言わない。何か業務委託料にまぜ込ん

で、くださいっていうのは、当然認められま

せんよ。 

どういう状況なってるんですか otta。や

る意味あるんですか。前回ほとんど配れてな

い状態で来ましたよ。今どんだけ配れて、本

当なら早く配れ配れっていうのを何度も議会

から言って、全く状況説明もない中で来年度

予算くださいは無理ですよね。 

説明があったらお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部、仙波です。 

otta につきましては、議長おっしゃられ

るとおり、スマートシティ事業から検証を含

めて今現在各所にルーターを設置して今現在

子どもたちが使っている状況です。今後

otta をどうしていくかのところにつきまし

ては、まだまだ町で議論をするべきところは

あるかと思うんですけども、今現在は子ども

たちが主に利用している、保護者の方々も今

現在利用しているという状況になっておりま

す。 

その中で、まずはその子どもたちが使って

いるというその otta の状況があるところか

ら、今回から教育委員会のほうで管理をする

というところになったところでございます。 

今後高齢者のところにつきましては、今後

高齢者をどうするかも含めて、また町の中で

議論をした上で、最終的に otta をどういう

ふうにしていくかっていうのは考えなければ

いけないっていうふうに思っております。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

いや、勝手にそこまで進められたら、まだ

前の課題全然終わってないんですよ。どんだ

け配りますって配れてない中でも、渋々修正

で認めた予算ですよ。もう今は全部配れてる

んですねタグは。 

高齢者に配るって言ったのも昨日今日の話

じゃないですよ、去年ですよ。１年かけてど

んだけ配ったんですか。いや、それくらい全

然増えてないんだったらやる意味ないじゃな

いのっていうことになるから。 

今現状まず説明してください。 

○委員長（池田忠史君） 

では、暫時休憩いたします。 

  （午後２時６分 休憩） 

  （午後２時７分 再開） 

○委員長（池田忠史君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

otta の配付状況でございますが、250 台端

末がございまして、そのうち配付さしていた

だいておりますのが、今現在で 120 台という

ことになっております。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

いや１年間どれくらい配ったかですよ、ま

ずは。いや前の段階でほぼ配れてほとんど最

初１台でしたよね。一番最初に otta の事業

やり始めたときに、何か一つだけなんか無理

から使ってもらったみたいな。それで、やん

やん言われ何とか配って、それでも 250 は配

れずに何とか高齢者にも今度は広げて。そも
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そもニーズがそんなにないんじゃないかって

いう話ですよ。ニーズがないものを予算認め

る必要ないじゃないですか。続けてる限りは

これだけ広がりました、これだけ利用者から

声をいただいてます、だから続けたいんだ、

これくらいがないと、そうですかじゃ今から

議論しますじゃ無理ですよ。 

○委員長（池田忠史君） 

高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

otta の見守りにつきましては、スマート

シティ事業で取り組んできたものでございま

して、令和５年度、令和６年度、令和７年度

と３年間暮れております。その間のどれぐら

いの配付状況だということで申し上げました

のが先ほどの 120 台ということなっておりま

す。 

数が前回に何台ということで申し上げたの

が、ちょっと今数字は持ってないんですけど

も、議長おっしゃるように 250 台あるうちの

120 台しかっていうんですか半分程度にとど

まっているというところで申し上げますと、

やはりその高学年から中学生についてはなか

なかこれ持っていただく利用率が低い。前に

も申し上げたと思うんですが、やっぱり１年

生から３年生のこの低学年の子どもをたちに

ついては 20％から 30％弱の普及率でござい

ますが、ただ高学年なりにつれますとやっぱ

り、中学校１年生ですと２％、２・３年なり

ますと全く持っていただけないと。逆に幼稚

園とかにも一応チャレンジしましたけども、

ここもなかなか普及には至らないというとこ

ろがございまして、その時にも議長おっしゃ

っていただいてるのは豊能町というのは比較

的安全なまちであると。途中で寄るところも

限られてるというところがあって、なかなか

普及しづらいんじゃないかという御指摘もい

ただきまして、そこんところじゃ我々この

otta をどう普及させていくのかというとこ

ろで、議長からもちょっと御提案いただいて

おりましたけども、どこ守らなあかんのかっ

ていうとその町外出て行く方がおられると。

そこんところが一番豊能町の課題じゃないか

ということでおっしゃっておられまして、出

ていくところの道路のところ、主に高齢者が

例えば出ていくというようなところを見守っ

たらどうかというところで、ルーター５台に

ついて付けるということをお認めいただいた

という経過がございますので、特に子どもの

小学生、中学生を対象とした普及っていうの

は、今度新たに入って来られる１年生のほう

にも一応これ御案内はしてるんですが、なか

なか新１年生が全員持っていただけるかとい

うとそういうわけでもございませんで、やは

り 10％から 20％程度の配付率ということに

とどまっております。 

そこんところなかなかその otta っていう

ものの利用の効果っていうところもあるでし

ょうし、先ほど私申し上げたその豊能町全体

の地形っていうんですか、置かれてる環境が

なかなかその otta を持つことの意義ってい

うところと何かそこがうまいこと合わないっ

ていうんですかね、それほどのないかなとい

うところも、我々としては持っております。 

ただ、高齢者に対しては、一定その外に出

て行かれるというところをですね、どう我々

は見守っていくのかというところで一定効果

があるんじゃないかということで、この

otta についてはやっていこうという形で今

回また改めて予算上げさせていただきました。 

持っております費目については教育委員会

のほうでつけさせていただいておりますけど

も、これ当然高齢者のほうにも普及はさして

いく必要あるんですけども、ちょっとそこん

ところがまだ十分手応えもつかんでいないと

いうところで申し訳ないんですけども、引き

続き我々とすれば、子どももそうなんですけ

ど、特に高齢者のほうの見守りについて、さ
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らに普及のほうを図っていきたいというとこ

ろがございます。 

なので、引き続き otta この事業について

は、令和８年度も継続してやらしていただき

たいということで予算のほうを上げさせてい

ただいてるところでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

継続的にやらせていただきたいのは全く伝

わらないじゃないですか。ここにも載せない

んだから。こんだけ言って、どこにも otta

って入らないんですよ。この説明資料にもな

い、予算のほうにも本体のにも新規事業は独

立して出してても otta は業務委託料にまぜ

込んでるんですよ。突っ込まなかったら、も

しかしたら説明すらなかった可能性だってあ

るじゃないですか。 

いや、これ聞きたいのは今副町長が言われ

たように高齢者向けっていうのはそれはいい

と思いますけど、そしたら高齢者、どれだけ

この１年で普及さしたんですか。いやそこは

どっか把握してるとこ説明お願いしますよ。 

そうしないと１年間何したかが分からないの

に、たしか１年ぐらい当初は始めたところな

んでやめれませんということもあったんです

よ。もう始めても２年たつのかな。この１年

でずっと２年ずっと言って１年間たったとし

ても、全然配れてないんですよ。多分合って

ないんだと思います副町長言われるように。

切り替えるなら教育委員会じゃなくてもう福

祉のほうに持っていくしかないですよね、高

齢者の徘徊を対策するっていうんであれば。 

 それで今現状何台、この内訳が何台で、そ

れでこの１年どれだけの頑張りをしたのか、

どういうＰＲをしたのか。それぐらいは説明

できるでしょう。やってなかったらやってな

いでいいんですよ。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

otta のですね、今、副町長のほうが説明

ありました 120 台、総数 120 台をお配りさせ

ていただいてるということで、令和４年度か

らの事業になりまして、今、令和７年の２月

現在でございますが、今年度につきましては、

子どもに７台、高齢者に８台の合計 15 台を

お配りさせていただいてると。すいません、 

子どもに７台、高齢者には配付のほうがあり

ません。その他で８台ということで合計 15

台ということになっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

では、もう普通に休憩で、一旦休憩させて

いただいて、再開は 30 分ですかね、２時 30

分にいたします。 

  （午後２時 15分 休憩） 

  （午後２時 30分 再開） 

○委員長（池田忠史君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

その前に先にすいません、ちょっと私１点

ちょっと訂正をさせていただきたいと思いま

す。先ほどとよの西学園の運営事業で、100

万円増えてると言いましたが、私の計算間違

いでしたので 100 万円減っているのほうで合

ってましたので、はい。ちょっとここは訂正

させていただきたいと思います。 

はい、先ほどの続きを始めたいと思います

けれども。 

はい、小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

生活福祉部の小森でございます。 

休憩前にですね、お子様と高齢者の部分で

ということで御質問ございました。その必要

性について、ルーターの設置等につきまして

は副町長のほうから御回答させていただいた
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と思うんですが、私どもの高齢者の側のほう

との取り組みといたしましては、基本的に認

知症の方、若年も含めてなんですけれども、

の対応ということで考えてございます。 

その部分でいきますと、私どもＳＯＳネッ

トワークといいまして、要は認知症の方につ

きまして見守りの必要な方が、御家族も含め

ましてもし行方不明になったときに、その捜

索について、皆さんに協力をお願いしたいと

いう申し出をいただいた方が登録されていた

だいてます。その方に対しまして、基本的に

６年度につきましては、15 名の方に配付を

させていただきました。今年度につきまして

は、それプラス６名の方が新規に、これは今

現在の状況ですが６名の方が新規に手続きを

されておられまして、うち２名につきまして

は、配付済んでおりますが、あと４名の方に

ついては、今御家族と調整中ということでい

ただいてます。 

今後の話になるんですけども、引き続き私

どもＳＯＳネットワークに登録されてる方を

中心に考えていくということになりますが、

今後の様子も見ながら、状況を見ながら、ま

ずはここから始めてるということで御理解い

ただきたいと思います。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

８台の件、その他８台の件。 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

すいません。先ほど、令和７年度の配付数

のところで、子どもが７台でその他が８台と

いうふうに私御答弁しましたが、すいません、

誤っておりまして、子どもが 15 台の誤りで

ございます。申し訳ございません。はい、そ

の他はございません。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

いや、これからどうします。先ほどの副町

長の答弁を聞いてみても、小学生、中学生み

ても余りこことマッチしないっていうぐらい

のことを言われてて、でも一応今教育委員会

が持ってますよね。それで小森さんのほうは

どちらかというと認知症対策として、どっち

かというと前向きなのはこっちですよね、で

いいのかな。 

それと、いや、去年お願いしてたのは、

otta の場合はルーターの走っていった場合

も反応するか、その豊能町の境目のところに

ルーターを付けてください、付けてみて実験

してはっていうことも言ってみて、それで付

けたとは聞いてたんですけど、それはそれで

車で走ったときも反応はしたんですか。いや

歩いてだとルーターは反応するけど、例えば

子どもが連れ去られる場合、多分仲良く手を

つないで連れ去られることはないんで、車に

乗せられて豊能町外に出ます、そのスピード

が出てる中でこれは反応したんですか。これ

多分１年前の質問、１年前ぐらいのと同じ話 

です。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

令和７年度に新たにルーターを町境のとこ

ろに５台の設置をさせていただいたというと

ころでございますが、申し訳ございません、 

車でその前を通ったときに、その反応するか

どうかっていうちょっとテストをしてるかど

うかっていうところをちょっと確認できてお

りません。申し訳ございません。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

いろいろこちらから言ってるところは、だ

ってその時するって言ったもん。やっぱりし
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ないと。 

いや、それはもうなぜかというと、otta

と、ミマモルメは線を埋めてそこを通ったら

なんで、車でも反応しやすいなっていうのが

あったんですよ。 

それでどっちを選びます。両方は多分要ら

ないと思うんでそういう場合どっちを選ぶか

っていうその時期でもあるのかなと思ったん

で、もうルーター付けたんだったらそのテス

トをすぐにして、ミマモルメの方式がいいの

か、otta みたいなルーターで全部いけるの

か、otta だといいのは他市町村でも普及し

てるんで、そこの境に行ったとしても反応す

るっていうのもありましたよね。だからどっ

ちがいいかっていう豊能町としてどの選択が

いいかっていうところを、やはりちゃんとプ

ランニングして出していかないと。 

これどっちかというとこれから小森部長の

とこですよね。これそこら辺は今回予算費と

しては教育委員会の業務委託料に入ってます

けど、これ、小森さんのところでも普通にＰ

Ｒしたり対策とかはとっていけるということ

でよろしいですか。 

○委員長（池田忠史君） 

小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

生活福祉部の小森でございます。 

議長おっしゃるとおりですね、今後ちょっ

と増えていきそうな、特に増えていきそうな

傾向があるのは、先ほど申し上げていただい

てますとおり高齢者、若年者も含めてなんで

しょうけれども、認知症の方かなというふう

に思われます。 

今回予算計上を教育委員会のほうで持って

いただいたんですが、今後、これが高齢者部

分と子どもの部分と分けれればですね、例え

ば高齢者分については民生費になるかなとは

思うんですけれども。その辺の協議も含めま

して、今後の在り方については内部で引き続

き検討させていただきたいと思います。 

今後の我々の高齢者部分といいますか、認

知症の方の部分については、認知症の方は当

然マストにはなるんですけれども、それ以外

の可能性についてはちょっとほかの自治体も

やっておられるところも聞いてますので、そ

れを見ながら参考にしていきたいと思います。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

一応こういう豊能町の山に囲まれた町でほ

かの町ともそんなに隣接してないようなとこ

では車での連れ去りであったり、山に中に入

ってったりっていうようなことがあるんで、

豊能町に合った見守りなり対策が必要かと思

うんで、そういう検証も行って、来年度から

どちらが持つか含めて、はい、お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、ほか。 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

181 ページの１の児童生徒健全育成充実事

業なんですけども、これなんで 100 万近い予

算減ってるかっていうことで、２小２中にな

るんで、専門家が減るという説明だったのか

な。もうちょっとここ詳しく説明していただ

けますでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

こちらのほう 99 万円の減となっておりま

す。要因としましては、支援学級等に在籍す

る児童生徒に対しまして、専門分野の専門家、

例えば言語聴覚士、理学療法士、作業療法士

に伴う巡回相談を実施しています。このうち、

言語聴覚士につきましては、現在保健福祉セ

ンターで療育相談を行っておる言語聴覚士の
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方も踏まえまして、言語聴覚士の部分につき

ましては、人件費のほうに組み替えまして、

療育相談とともに学校内部の巡回相談と学校

外部の保健福祉センターの支援学級までの支

援に携わるお子様に対してのサポートをして

いきたいと思いますので、言語聴覚士の報償

金を人件費に組み替えたことによる減でござ

います。 

以上となります。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ということは、これまでと対応、充実度は

変わらないと。居場所っていうかが違ったっ

ていうことで、内容的には従来どおりってこ

とで理解させていただいていいですか。住民

から見た場合。 

○委員長（池田忠史君） 

大石課長補佐 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

今委員おっしゃるとおり、内容としては変

更ございません。 

はい。以上となります。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

同じくその下の２番、多様な学びの場の整

備事業。これ予算同じなんですけども、ちょ

っと不登校児の児童生徒に対する学びの場の

環境整備ということなんですけども、これ具

体的にどういったところなのかなと思いまし

て、私が聞く不登校の子なんかはもう家ひき

こもりだとか、あとはフリースクールに行っ

てるっていうのもあるんですけど、そういっ

たことなのフリースクールなのかなと思いま

して、お聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

今不登校のお子様につきましては、学校の

中の校内教育支援ルームといいまして、学校

に行けるけれどもなかなか教室に入りにくい

お子様が校内教育支援ルームというのを設置

しております。 

また、学びたいけれども学校に行きづらい

というお子様につきましては、今現在教育相

談としまして、西公民館、中央公民館に教育

相談支援室を実施しております。ただここは

あくまでも校外に実施しておりますのは、学

びの場の提供ではなく、教育相談の場を今提

供しております。 

こちらのほうに書かしております、多様な

学びの場の整備事業としましては、今後、こ

ども総合支援センターを設置に向けまして、

教育支援センターもそちらのほうに配備しま

して、学校に行きたいけれどもなかなか行け

ないお子様に対して、教育支援センターの中

にこういう学びの場を整備していくような形

で事業となっております。 

この金額につきましては、施設の整備で例

えば学びの中のパーテーションを設置したり、

ホワイトボードを設置したり、テレビを設置

したりというような費用になっております。 

以上となります。 

○委員長（池田忠史君） 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

183 ページなんですけれども、６番のこと

ばの力向上推進事業ということで、予算が半

分ぐらいに８年度はなっておるんですけども、

その減額の要因は、いかがでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

こちらのほうは大体 170 万円ぐらいの減と
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なります。要因につきましては、ＡＬＴ、外

国語英語指導助手ですね、令和６年度に Ｊ

ＥＴプログラムというところからＡＬＴを配

置しておりまして、現在会計年度任用職員で

雇用しております。令和６年度の途中に１名、

自己都合により退職によりまして、令和６年

度の後半につきましては、人件費を業務委託

料に替えまして業務委託料で派遣を行ってお

ります。ＪＥＴプログラムにつきましては派

遣時期が８月となっておりますので、令和７

年度につきましても４月から８月の間、次の

ＪＥＴプログラムを利用してＡＬＴが来るま

での間ですね、この間を業務委託料で支払い

をしておりますので、この 170 万円につきま

しては、４月から８月の業務委託料というこ

とになります。 

なお、今年度につきましてはＪＥＴプログ

ラムにつきましては、派遣をしておりますの

で人件費のほうで計上しておりますのでこち

らのほうには載っておりません。 

また、来年度にそうですね、来年度は今年

度がすいません、来年度に向けましては、こ

ちらのほうはＪＥＴプログラムを利用する予

定にしております。 

はい、以上となります。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

当初予算説明資料の 193 ページなんですけ

れども。このふたば園のこれ保育士の幼稚園

教諭派遣事業、これ減額になってますけど、

先ほど令和７年のとき２名から令和８年は１

名ということで減額になってるということな

んですけども、こども誰でも通園制度も始ま

りますし、これは１名減ということですけど

乳児も来られるようになると思うんですけど

も、安全対策も含めて、体制は大丈夫なんで

しょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

髙田こども育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

会計年度任用職員に関しましては、週５日

勤務されてる方よりも週４あるいは週３、週

２というふうに勤務の方が多い状況が続いて

おります。 

ですので、今回不足する部分については、

何とかこの日数の少ない方に１日追加すると

いうようなことをお願いしまして、適正な配

置ができるようにということを進めている状

況でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

今のお話なんだけど、週５日よりも４日、

３日の会計年度の方にお願いしようかってい

うお話なんですけども。そういう方から話聞

くと、収入が増えて一定の枠がありますね、

超えたくないからちょっと働くのセーブして

るっていう声も聞くんですけども。 

そういった中で人数的に対応もかなり目安

ついてるんですか。そこんとこお願いいたし

ます。 

○委員長（池田忠史君） 

髙田こども育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

個々の職員によって勤務条件というのは、

自ら制限を設けている方もいらっしゃいます

ので、その部分については可能な範囲でとい

うことでお願いしております。 

今現状、４月１日現在では何とか今いるメ

ンバーで配置はできますけれども、これがず

っと１年間継続するというのは非常にちょっ

と厳しいので、やはり追加での人員配置とい

うことで、引き続き人を配置するように努め

てまいりたいと思っております。 

○委員長（池田忠史君） 
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はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

はい。177 ページの１番、義務教育学校教

育振興事業の中で、課外活動においての使用

する補助教材の整備とあるんですけど、これ

は何でしょうか。何か魅力的な教材なんでし

ょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

この実際に購入する補助教材でございます

が、これは各校のほうに委員会のほうから照

会をさせていただきまして、各校のほうでこ

ういうものが必要だということで、物を決め

ていただいて、それをこちらのほうで一括で

御購入させていただくというものですので、

今現在何か具体的にたしか例えば顕微鏡を買

うとかというようなことが決まっているとい

うものではございません。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

ちょっと確認したいんですけども 199 ペー

ジの図書館運営事業なんですけども。これ減

額になってる要因について伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課の大森です。 

図書館運営事業についてですが、図書館シ

ステムの使用料のほうが、この計上方法につ

きましては、令和９年１月で終了いたします

ので、その分２月からは臨時事業で上げてま

す。利用料のほうに切り替わる関係で減額と

なっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

現在の利用人数とか利用状況について伺い

ます。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課の大森です。 

現在登録いただいてる数自体は、まだこち

らで把握してるのは令和６年度末現在なるん

ですけれども、5,019 名の方が登録いただい

ております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

この 5,019 名は町外の方も含まれてるとい

うことでよろしいでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課の大森です。 

町外、町内含めての数になっておりまして、

町内の数、町内の利用者の数が 3,703 名にな

っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

町外の方の利用者の方は、やはり箕面森町

の方が一番多いんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

こちらで分類させていただいてるのは、近

隣のところはそれぞれの市町村の登録者の方

を把握はしておるんですけども、こちらで把

握しているところでいきますと、箕面市が



56 

876 名、能勢町が 127 名、川西市が 136 名、

池田市が 31 名、豊中市が 10 名となっており、

あとこれ以外の大阪府内の方が 64 名、これ

以外の兵庫県内のお住まいの方が 12 名とな

っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

結構、町外の方もね箕面市の方 876 名とい

うことで、他市町村でも、図書館をまちづく

りの拠点みたいな何か人を呼び込む場所にし

てる自治体もありますので、そのような取組

も期待したいと思います。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

東学園のほうはたしか生徒、ごめんなさい、

教諭、豊能町独自で采配するっていう言い方

変かな、といった場合に、予算書はどこで反

映されてるのか、お尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

町独自で町での雇用の職員が、職員とか教

員が、２名ほどいるというお話でして、そこ

の部分はどこに記載されているのかというこ

とです。 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

町独自、町費で教員を任用するということ

の予算でございますので、一般管理費のほう

で予算措置のほうはされております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

教育委員会じゃないということです。 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

教育委員会じゃないってのは、どこもそう

いうもんなんですか、どこの課も。建設も何

も全部そういう形で今後考えたらいいんです

か。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

各学校、とよの東学園、とよの西学園で令

和８年４月から例えば任用を予定しておりま

す会計年度任用職員、この方針につきまして

も一般管理費のほうで基本措置のほうはさせ

ていただいてます。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。 

すいません。予算書のほうにですね、各費

目ごとに人件費事業っていうのが一番初めに

あるかと思うんですけれども。教育委員会で

ございましたら、128 ページ、129 ページの

義務教育学校費の学校管理費の１．人件費事

業、非常勤報酬というところで。予算立てを

していくときに各費目っていうのが当然ござ

いますので、そちらのほうで人件費を計上の

ほうはさせていただいてるというところでご

ざいます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

129、8 ですね、８のところの人件費幾ら

かな、4,900 何万ありますよね。この中に入

っていると。これそっくり教育委員会じゃな

いのかな、違うね。ほかの課も入ってるって

ことで受けたらいいの。 

○委員長（池田忠史君） 

ここは教育委員会の中の。 

○委員（秋元美智子君） 

じゃあ教育委員会でいいの。 

何人分ですか。 

○委員長（池田忠史君） 
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池田教育総務課長、 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。 

今 128、129 ページのところで御説明させ

ていただいております人件費事業につきまし

ては、ちょうど 129 ページの冒頭のところに

22 人ということで人数のほうを掲載させて

いただいております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ごめんなさい、隣のページ 22 名ってある

のは気がつかないで。 

うちどんな形なんすかこれ 22 名っていう

のが。結構学校運営してくのが大変なんだな

あという思いで聞いてます。教師が２人って

いうのはもう前から聞いてますけども。 

あと何か用務員さんとかそういう形なんで

すか。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

この人件費でございますが、会計年度任用

職員で用務員の方であるとか、図書館の司書

であるとかですね、長期で雇わらせていただ

いてる方の総額人件費のほう記載させていた

だいておりますが、例えばとよの東学園で何

人でどういう職種だとか、あるいは西学園で

ということになりますと、この人件費事業自

体が広報職員課のほうで持ってる事業になっ

てございますので、ちょっと今私どものほう

で内訳はちょっと兼ね備えておりません。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

お手数ですが後で調べて、お願いいたしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、内田委員。 

○委員（内田香織君） 

はい。内田です。 

171 ページ、就学援助事業。これ 792 万

9,000 円とちょっと増額してるんですけども、

これ子どもが減ってる中でそういう支援を必

要とする家庭が増えてるということでしょう

か。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

就学援助事業でございますが、今委員おっ

しゃるとおり子どもの数自体っていうのは当

然減ってございます。今年度予算要求するに

当たりまして、こちらは法律に基づく扶助と

いうことで、基準額の改定のほうがございま

して、その分で今回 130 万ほど増額という形

になってございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

内田委員。 

○委員（内田香織君） 

ごめんなさい。基準額というのは１人当た

りの単価が上がるということですかね。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

はい。委員おっしゃるとおり、種類別って

いうんですかねの基本額が基本額じゃないで

すね、基礎額が改定されるという意味合いで

ございます。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 



58 

林です。 

186 ページなんですけれども、障がいのあ

る児童・生徒へのサポート相談事業というこ

とで、今年度半額、半分ぐらいの予算になっ

てるんですけども、その減額の要因というの

はどのようなことでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

髙田こども育成課長。 

○こども育成課長（髙田浩史君） 

はい。こども育成課の髙田です。 

先ほど義務教育課の事業のときに御説明さ

せていただいたのと同様でございますが、専

門職、言語聴覚士に関しましては、今年度報

酬で支払ってたものを来年度は人件費に組み

替えをしたということでございます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

182 ページ、当初予算説明資料の。ここら

辺が軒並み減額なんですよ。先ほどことばの

力向上推進事業のほうは大石課長補佐のほう

から説明を受けました。 

ほかのところも、教職員研修事業も学力向

上事業も、基本設備的なものは人数が、統合

されて人数が減ったからかなというのは分か

るんですが、一応確認ですけど減少している

理由をお聞かせください。 

○委員長（池田忠史君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

182 ページの２．教職員研修充実事業につ

きましては 16 万 6,000 円の減になっており

ます。こちらのほうは教職員に対して研修を

実施しております。現在この事業につきまし

ては、各学校で研修していただいてる、教職

員に研修していただいてる講師の費用となっ

ておりますので、学校再編に伴い学校の数が

減るため減少しているものになります。こち

らのほうは報償金の減となっております。 

また、３番の学力向上事業。こちらにつき

ましても、１年目、２年目の教職員に対して

一定教員の資格を持つ方が学力向上というこ

とで、各学校のほうの新採職員、２年目の職

員の方に授業改善などの事業に対して補助を

するということになっております。こちらの

ほうにつきましても報償金のほうを見直しを

させていただいております。 

また、次のページもそのまま一緒に申し上

げたらよろしいですかね。183 ページのはい、 

分もですかね。 

○委員長（池田忠史君） 

はい。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

はい。今おっしゃっていただいたとおり、

学校再編に伴いまして学校数が減りましたの

で、学校に例えば研修費用を充てていた金額

を再編に伴いまして学校数が減りましたので、

その分の減が大きな要因となっております。 

以上となります。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

いや、これでいいのかなと。これが従来で

すよね、従来人数が減ったから減らしますわ 

従来のはそれでいいんですけど。 

 えっ、豊能町の学力って上がってるんでし

たっけ。このままでいいんですか。これまで

の研修とか不足だからとかっていう考えはな

いんですか。そしたらちょっと教員の指導力

をちょっと補うためにもちょっと今日、研修

を強化しましょうとか、こういう新しい取組

しましょうとか。これだと、学力下がったと

ころは対策として何もないような感じになる

んですけど、何かしない。何かしないと落ち

ていく一方じゃないんですか。 

やっぱり学校というものは、いろんなとこ
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に応募するのはいいけど、まずは根本的な義

務教育は基礎学力っていうものをつけるって

いうのは、それがもう全国の平均も出るんだ

からそこは上げていく必要があると思うんで

すよ。昔高かったんだから。 

そこの取組っていうのは全く見えてこない

んですけど、それはどう考えておられるんで

すか。 

○委員長（池田忠史君） 

大石課長補佐。 

○義務教育課課長補佐（大石登紀子君） 

義務教育課の大石です。 

今議長おっしゃっていただいてるとおり、

学校再編に伴いまして報償の例えば職員研修

事業の報償の減というのは、一概にどうかと

いうお話をいただいております。 

先ほど申し遅れましたが２番目の教職員研

修事業の分につきましては、こちらのほうは

減しておりますが、当初予算説明資料の 183

ページの事業４．教育ＤＸ推進事業のこちら

のほうにつきましては、先ほど申し上げまし

たとおり、とよのチャレンジをある一定見直

しを行いまして、タブレットドリルの導入と

いうことをさせていただいております。子ど

もさんに対しましては、こういうタブレット

ドリルを導入させていただいて、学力向上の

一つのツールとして導入させていただきたい

と思っております。 

また、研修事業につきましては、本町内の

研修ではなく今現在豊能地区で研修なども行

っております。そちらのほうにも積極的に参

加していただくように、こちらのほうも周知

のほうを図っていきたいと思っております。 

以上となります。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

学校の先生の研修って公でしかしない、公

同士でしかしないんじゃないですか。私学と

か塾とか予備校とか、多分、そこら辺の先生

って教えることだけはすごい上手いと思うん

ですよ。学校の先生はそのほかのいろんなこ

とをサポートするから大変かと思うんですけ

ど、そういった教えることをもっと僕は技術

を上げていく必要というものは必要なのかな

と思うんですけど。もうちょっとそういった

新しい取組っていうものを私は期待してたん

ですが、そこら辺はないのかなというところ

でちょっと残念なんです。 

それで 194 ページに学力向上事業って、こ

れも縮小されてるんですよ。これすごいいい

ことを書いてるんですよ。子どもたちの主体

的に学ぶ力を支援すると。でもこれも減らし

ていってると。 

これどういう背景でこういうことになるの

かちょっと説明をお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

予算説明資料 194 ページの学力向上事業で

すが、まなび舎教室に係るものになっており

まして、令和７年度にスタッフの方の増員の

可能性がありましたので、その報償金分とし

て増を見込んでおったんですけども、増えら

れることなく同じ人数だったというところと、

６年度の実績を考慮しまして、予算額は減少

となっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

これ最後に僕から最後なんですけど、教育

長か仙波部長に答えていただきたいんですけ

ど。この学力が低下してる中で、この１年、

皆さんに任せていいのかこの予算で豊能町の

子ども、ドリルとか言ってますけどドリルで

どれだけ上げるのかってすごい疑問なんです
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よね。ほかで、ここの町ではこういうドリル

を入れてこんだけ上がりましたっていうのが

あったら、それくらいの期待値を持てるんで

すけど、ただドリルを入れますだけではなか

なか心もとないなと。 

それでどういった、やはりこう学ぶ側もそ

うですけど教える側も必要だろうし、特徴的

な取組をこれからっていうふうに言われてし

まうと、なかなか来年度１年度この予算で皆

さんに任せましょうってならないんですよね。 

だから教育長からの答弁からも今から一生懸

命考えますんでそれじゃ駄目なんですよ。今

の段階でできてないと、子どもたちの１年っ

てこれしかないんだから。 

 そこら辺をちょっと来年度１年に向けて、

この予算でどう上げていくかっていうのを含

めてちょっとお聞かせいただいたらと思いま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

仙波こども未来部長、 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部の仙波です。 

学力向上につきまして、教職員の力を上げ

なければならないというところについては十

分認識しているところでございます。 

ここの予算に表れない部分ではございます

けれども、今年度につきましてもこの義務教

育学校になるということで、教員の皆さんが

それぞれ各学校で集まって、どういう教育内

容をしていくのかっていうところも十分にし

ておるところです。例えばですけれども、吉

川中学校なんかでは、中学校って教科ごとに

そういう教科で分かれているんですけれども、

例えばほかの教科の先生の授業を見ることに

よって、何か気づきがあるのではないかとか、

そういう形で学校も一丸となって、ほかの教

科を見ることによって自分の気づきを見たり

であるとか、あとはそういう先進的な授業を

やっているところの部分についても学んでい

ったりというこういう予算に表れない部分に

おいても、教職員のそういう研修を充実する

ことによって、学力を上げるというふうに教

育委員会としても指導していきたいというふ

うに思っております。 

○委員長（池田忠史君） 

板倉教育長。 

○教育長（板倉 忠君） 

はい。議長、御質問ありがとうございます。 

本当に大事なところだと私も思います。昨

年ですかね、才脇議員に教育とはって言われ

て、人でありますと答えたの思い出します。 

今回、いつかな２月かな。２月の校長会と

かずっと校長会でいつも私お話さしてもらう

んですけれども、学校長にお伝えしてるのは、

新しい義務教育学校をつくるに当たって、義

務教育学校というのが子どもの学力にとても

有効な学校にしなければならないから、義務

教育学校というものがどういうものかをしっ

かり研究して、その中で子どもの学力を上げ

る、学校の魅力を上げる、教育力上げるとい

うことに取り組んで研究を今後進めてほしい

ということを常にお願いしておりまして。来

年度から新しい学校がスタートするんですけ

ども、そのシステムですかね４・３・２って

言いますでしょうか、チーム担任制とか言い

ますか、いろんなことを取り組んでまいりま

すので、その中で教員たちが互いに切磋琢磨

して、教育力の上げれるような学校づくりを

進めてまいりたいと思います。 

教員の本分は指導だけじゃなくて、自己研

修がありますので、研修というのが職務であ

るということを常に教員には伝えていって、

何というかなこういう予算だけではなくてね、

自己研鑽に励めるような学校づくりを進めて

いきたいと思います。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 
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○委員（秋元美智子君） 

とても立派な期待のできるお言葉なんです

けども、先ほどの人件費なんかね、結局非常

勤ですわね、ここね。これからも多分非常勤

が増えてくと思うんですよ。というときに、

私こういう立場の方が非常勤でいいのかなっ

てちょっと不安にもなるんですけども、その

辺りを聞くのはちょっとこの場ではないかも

しれないけども、お考えください。 

○委員長（池田忠史君） 

仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部の仙波です。 

ここの非常勤といいますか、会計年度職員

の報酬という形でこの人件費事業に表れてお

ります。御承知いただいてるとおりなんです

が、小中学校の教諭いわゆる先生は、大阪府

の負担の教職員という形になっております。 

基本的に教える側の先生方は、大阪府の負担

ということでここの予算書には表れないです。 

ここに表れる、要は義務教育学校の職員とい

うのは先ほど秋元委員もちらっとおっしゃっ

てはったんですが、例えば用務員さんである

とか、図書司書さん、支援員さん、あと用務

員さんと兼務という形になるんですけど、今

年度からは、失礼しました、新光風にバスが

走りますので、運転手さんであるとか添乗員

さんとかそういった方々の人件費っていう形

になっております。 

なので、その指導面はそういう形で、その

補助的にってもちろん補助的というわけでは

ないんですけれども、そういう学校のそうい

う授業とかそういった学校活動を要は補助し

ていただく方をここに計上しているという考

え方でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

最初に質問させていただいたはずですよね。 

東学園のほうは２人先生が不足すると。その

予算はどこですかって聞いた答えがこのペー

ジだったんです。それは間違ってたのか、私

の勘違いなのか、それも大阪府から出てるん

ですね。 

○委員長（池田忠史君） 

仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

こども未来部、仙波です。 

申し訳ありません。先生方の費用は大阪府

というふうに申し上げたんですが、最初に池

田課長から説明がありましたとおり、ここの

中には東能勢中学校の非常勤職員という形で、

学校の教科を教える先生が２名分含まれてお

ります。そこの分につきましては、要するに

例えば技術家庭科であるとか、そういった要

は教える時間帯が少ない先生方。これらの先

生方がそういう専門的なことを教えていただ

くっていう形で 10 時間、１週間に 10 時間程

度のそこだけを専門的に教えていただける先

生という形で、ここで予算措置をしているも

のでございます。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

さっきのね、教育長の話が学校全体まとま

っていくような形だったんですよ。非常勤で

あろうとなかろうと。だからこういう非常勤

の方にもそのような形をお願いしていくのか

なと。ちょっと返ってきた言葉が意外だった

んでね、あれなんですけども。 

今は、技術家庭科かもしれない、でもこの

先分からないでしょ。でもそれでもなおかつ

そこも非常勤なるわけでしょ。こういう形で

すよね。いやいや、技術家庭だけは非常勤だ

けど、ほかも大阪府が面倒見ますよなら分か

るんですよ。そういう形になってます。これ

はいいです一般質問だから。なってしまうか

ら。 
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だから質問と答えが違うから、お願いしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。 

すいません。先ほど秋元委員のほうの御質

問の中で、人数の内訳というお話、22 名と

いうことがありましたが、とよの東学園のほ

うで８名、とよの西学園のほうで 14 名。種

別でございますが、東学園のほうが支援員が

６名、用務員１名、図書司書１名。西学園の

ほうが支援員 11 名、図書司書１名、用務員

１名、運転手１名。こちらの予算書全ての人

件費事業について言えるんですが、人数の記

載っていうところがですね、フルタイム換算

での人数ということになりますので、先ほど

来申し上げております技術あるいは家庭科の

教員をこちらの会計年度任用している分とい

うのは、１週間の勤務時間数が 10 時間と非

常に短くなっておりますので、ここの人数に

はちょっと反映していないという形でお願い

いたします。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長 

○教育総務課長（池田拓也君） 

教育総務課、池田でございます。 

すいません。ちょっと説明が悪くて申し訳

ございません。 

技術家庭、技術と家庭科の教員の報酬額と

いうのはこちらに反映しております。22 名

の人数には入っていないと。ここはフルタイ

ムで換算をしてございますので、例えば３人

の方を任用していても、週 10 日間っていう

予算の場合ですと、フルタイムで５日間で１

人という計算になりますので２人という書き

方で今統一をさせていただいておりますので、

技術家庭科の教員の報酬額は含まれておりま

すが、人数の 22 名の中にはそういった意味

ではちょっと入っていないという形になりま

す。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

22 名分、分かりました言ってることはね。

その１名分は２人っていうこともあるかもし

れない、２人体制でね。半日半日というちょ

っと言葉悪いけども。ときに、その中には学

校の技術家庭の方もいらっしゃるし、用務員

の方もいらっしゃるけど、いずれしてもここ

で合わせて１人って見てるってことですね。 

そういう形でいいんですか。理解の仕方は。

そういう形でしょ。じゃなきゃ学校の技術家

庭の先生がここに出て来ないわけわないわね。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

ここの人数はあくまでも予算に対してフル

タイムで換算したならばという人数を示させ

ていただいておりますので、実際に学校に勤

務していただいている職員数ではございませ

んので。はい。 

どうぞよろしくお願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

豊能町が負担をする学校の先生の費用は、

ここの今の中に入ってるんですね。 

これだけ確認します。 

○委員長（池田忠史君） 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

この費用の中に含まれてございます。 

以上です。 
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○委員長（池田忠史君） 

これ、今の 22 人ではなくて、正味の人数

っていうのは出ないっていうことでいいんで

すか。 

池田教育総務課長。 

○教育総務課長（池田拓也君） 

はい。教育総務課、池田でございます。 

予算の要求させていただくときには、例え

ばフルタイムで１人の職種で１人の方を来て

いただきたいという予算を組ませていただき

ます。実際にその会計年度の募集をさせてい

ただいたときに、フルタイムで働きたいとい

う方が仮にいらっしゃらなかったときには、

週３日の方と週２日の方、この方お二人で１

週間を回していただくという形になってござ

いますので、今現在で８年の４月１日の具体

的な延べ人数というんですかね、っていうの

はちょっと今の現時点でははっきりしたもの

は出ておりません。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

令和７年の分は出てる。いやもう後で確認

しますんでもうこれもいいです、はい。 

ほかございませんか。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

  200 ページなんですけれども、２番の電動

書架部品更新事業っていうところで、センサ

ーが更新し誤作動を解消するというところで

今 26 万 7,000 円の予算が上がってるんです

けども、この要因というか、どういうことが

誤作動と認められるのか教えていただけます

か。お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

不具合、誤作動といいますか、本来であれ

ばセンサーに手をかざすとその電動書架です

ね電動の本棚が動くようになっているんです

けども、現状そのセンサーが不良になってお

りまして、誤作動っていうより動かない。こ

ちら思うように動かない状態になっておりま

すので、手動で動かすか、今、図書館のスタ

ッフたちはその紐とかを使って動かすか、二

人がかりで動かさないといけないというふう

な状態になっておりますので、そこを解消す

るために更新するというものになっておりま

す。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

ちょっと記憶がないんで申し訳ないんだけ

ども。いろんな豊能町、地域の方も協力して

くださってるんですが、その中で昔青少年指

導員とか、それから町こ連とかありましたよ

ね。あれというのはなくなったって変な言い

方かな。予算的にはどうなってんのか、ちょ

っとこちらのほうに入ってるか、お尋ねしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

今委員よりも御質問ありました、青少年指

導員でありますとか、町こ連につきましては、

青少年指導員については青少年健全育成事業

の中に含まれておりまして、その方々に報償

金を支払っている状況になっております。町

こ連につきましても同じ青少年健全育成事業

の補助金として毎年支出をさせていただいて

おります。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

196ページ。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

すいません、失礼しました。 
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予算説明書の 196 ページ、予算書で 136 ペ

ージになっております。 

○委員長（池田忠史君） 

秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

私自身はもう古いから、30 年ぐらい前の

活発なときは知ってるんですけども。最近よ

その地域なんかこういう活動そのものが下火

になってやめてしまうかというところも出て

きてますけど、町の場合は状況的には、どん

なもんですか。前年度よりちょっと予算も多

めに取ってますし、どのような、特に子ども

の参加状況かな。お願いします。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

はい。生涯学習課、大森です。 

こちらの青少年健全育成事業の増加分につ

きましては、冒頭で御説明させていただいた

とおりプール利用補助の関係で予算額自体は

増加になっております。 

青少年指導員の方なんですけれども、現状、

今現在 35 名の方はいらっしゃるんですけれ

ども、ただ今の事業的にちょっと見合ってい

ない部分とかもあるというふうな御意見もあ

りましたので、今年度、令和７年度の役員会

等でそこ人数については見直しを図ろうとい

うところで、各自治会さんのほうにも依頼さ

せていただいているんですけども、そこは減

少、人数を減らしていくような方向での依頼

をさせていただいて、ある程度返ってきてる

んでちょっと令和７年度に比べると人数は減

るような形で推移すると思われています。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

大丈夫ですか。大丈夫ですか。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

206 ページなんですけれども。シートスの

関係ですけども、全面テニスコートの全面張

り替えを実施するということで予算 495 万上

がってるんですけども。これは実際工事の時

期というのは、いつ頃なるんでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

大森課長補佐。 

○生涯学習課課長補佐（大森啓史君） 

生涯学習課、大森です。 

全面張り替えの時期なんですけれども、毎

年９月にシートスで全館休館をする時期がご

ざいますので、その時期に合わせて張り替え

のほうをしていきたいなと考えております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかは。 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

広報職員課、福本です。 

先ほど委員長から御質問のございました、

現在任用している学校での会計年度任用職員

の人数でございますけども、東能勢の小学校

と中学校合わせまして延べ人数で 19 名、西

地区ですね、吉川小学校、東ときわ台小学校、

光風台小学校と吉川中学校４校で任用してい

る会計年度任用職員の延べ人数が 35 名とな

っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

これ東地区の 19 名の中に教員２人が入っ

てるということですよね。 

福本課長補佐。 

○広報職員課課長補佐（福本洋久君） 

はい。広報職員課、福本です。 

はい。委員長おっしゃるとおりこの中に含

まれております。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、ありがとうございます。 
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ほか、ほかは何かありますでしょうか。 

よろしいですか。 

よろしいですか。 

   （「はい」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

ほかに質問がないようですので、質疑を終

結いたします。 

ここで一旦休憩を取らせていただきたいと

思います。 

再開は放送をもってといたします。 

  （午後３時 27分 休憩） 

  （午後３時 50分 再開） 

○委員長（池田忠史君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

先ほど質疑は終結いたしましたので、これ

より討論を行いたいと思います。 

討論ございませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

はい。討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 18 号議案、令和８年度豊能町一般会計

予算の件は原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

    （全員挙手） 

○委員長（池田忠史君） 

挙手全員であります。 

よって、第 18 号議案は原案のとおり可決

されました。 

では続いて、第 19 号議案、令和８年度豊

能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の件

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

古田課長補佐。 

○保険課課長補佐（古田貴恭君） 

はい。保険課、古田です。 

それでは、第 19 号議案、令和８年度豊能

町国民健康保険特別会計事業勘定予算の件に

つきまして、提案理由の御説明を申し上げま

す。着座にて説明させていただきます。 

予算書の 163 ページをお開き願います。第

１条といたしまして、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ 21 億 8,056 万 8,000 円と

定めるものであります。 

第２条は、地方自治法第 235 条の３第２項

の規定による一時借入金の借入れの最高額を

２億円と定めるものでございます。 

第３条につきましては、地方自治法第 220

条第２項ただし書の規定により歳出予算の各

項の経費の金額を流用することができるもの

につきまして、定めたものであります。 

それでは主な内容につきまして御説明をい

たします。予算説明資料の 213 ページを御覧

ください。大事業名１．国民健康保険事務事

業については 978 万 1,000 円の増額となって

おりますが、これは主に臨時事業として、子

ども・子育て支援金制度創設に係るシステム

改修に要する費用 1,032 万 1,000 円を計上し

たことによるものでございます。なお、この

費用と同じ額を国庫補助金であります子ど

も・子育て支援事業費補助金並びに府補助金

であります特別調整交付金として、歳入予算

に計上しております。 

大事業名４から７までの国民健康保険事業

費納付金につきましては、納付金額を大阪府

が算定し、本町に割り当てられた額を大阪府

に納めるものでございます。このうち大事業

名４から６までは、被保険者数の減少などを

反映して納付金額が減少しています。大事業

名７は、子ども・子育て支援金制度創設に伴

い新たに設けられたものでございます。 

続きまして、予算説明資料の 214 ページを

御覧ください。大事業名１から９まではいず

れも療養給付等の費用であり、被保険者数の

減少などを勘案し予算計上しておりますが、

このうち４、５及び９につきましては、近年

の実績額の増などを勘案し増額となっており

ます。なお、療養給付等の費用につきまして
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は、大阪府より全額交付金措置されます。 

説明は以上でございます。御審査いただき、

御決定賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

213 ページなんですけども、７番で、この

たび子ども・子育て支援給付金という部分が

新しく設立されたんですけども、ちなみに対

象人数っていうのは豊能町どのぐらいいらっ

しゃるんですか。 

○委員長（池田忠史君） 

古田課長補佐。 

○保険課課長補佐（古田貴恭君） 

保険課、古田です。 

子ども・子育て交付金に関しましては、現

在の国民健康保険につきましては国民健康保

険に加入されている方につきまして、賦課す

るものということになります。 

今の現在のですね国民健康保険の加入者数

が令和８年２月末ですが 3,617 人となってお

ります。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

214 ページの高額療養費給付事業なんです

けども、先ほど当初予算説明資料の 214 ペー

ジです説明ありましたとおり、本当に近年、

医療費の高騰とか、また高齢化の進行によっ

て高額療養費の支給件数とか支給額が増加傾

向にあると思うんですけども。 

直近のこの給付件数と給付額の推移につい

て伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

古田課長補佐。 

○保険課課長補佐（古田貴恭君） 

保険課、古田です。 

高額療養費に関しましては、基本的には療

養費に関しましては被保険者数が減少傾向に

ありますので、減少傾向にあるんですが、こ

の高額療養費の給付に関しましては、近年、

逆に上昇傾向にございます。これは１人当た

りの医療につきましてですね、高額になるケ

ースっていうのがあることが要因かと考えて

おります。 

これの支給の給付の状況でございますけれ

ども、現在７年度につきましては、まだ集計

ができておりませんので、令和６年度末の令

和６年度中のものでいきますと、件数が

4,596件となっております。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

給付額はこれ２億ですね。これ全部特定財

源ですけどこれ例年これぐらいの額で推移す

る。今は給付額増えると思うんですけども。 

○委員長（池田忠史君） 

古田課長補佐。 

○保険課課長補佐（古田貴恭君） 

保険課、古田です。 

この給付額につきましては、今後もですね

少し上昇するという見込みをしておりますの

で、今回予算のほうでも、およそ 4.5％ほど

ですね増額をさして見積もりさせていただい

ております。 

○委員長（池田忠史君） 

ちょっと私から。ここで聞いたらいいのか、

間違ってたらもう違いますと言ってもらって

結構なんですけど。 

214 ページの８番の葬祭費給付事業なんで

すけど、豊能町で町葬儀って今はもうないの

かな。ただ葬儀用品一式貸したりとかってい

うのが昔あったような気がするんですけど、

今現状、こことは関係ない部分なのかね。 

    （発言する者あり） 
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○委員長（池田忠史君） 

  こことは関係ないですね。これあくまでも

とこ国民健康保険の分で葬儀したときの補助

金という形になるってことですね。はい。 

はい、ほかはありませんか。 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

今の池田さんの続きなんですけどね。これ

亡くなったときに、これたしかいただいたと

思うんですけど、のことですよねこれ。 

令和８年度減ってるんですけど、これは何

でですかね。 

○委員長（池田忠史君） 

古田課長補佐。 

○保険課課長補佐（古田貴恭君） 

保険課、古田です。 

葬祭費の今回、令和８年度の予算ですが、

昨年に比べまして 25 万円減額のほうしてお

ります。これにつきましては、ここ近年の実

績を踏まえまして、今回減額させていただい

ております。 

○委員長（池田忠史君） 

よろしい。 

もうよろしいですか。 

よろしいですね。 

   （「はい」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

   （「なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 19 号議案、令和８年度豊能町国民健康

保険特別会計事業勘定予算の件は、原案のと

おり可決と認めることに賛成の方は挙手を願

います。 

     （全員挙手） 

○委員長（池田忠史君） 

  挙手全員であります。 

よって、第 19 号議案は原案のとおり可決

されました。 

次に、第 20 号議案、令和８年度豊能町国

民健康保険特別会計診療所施設勘定予算の件

を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

千歳保険課長。 

○保険課長（千歳あや乃君） 

保険課、千歳です。 

第 20 号議案、令和８年度豊能町国民健康

保険特別会計診療所施設勘定予算の件につき

まして、提案理由の御説明を申し上げます。 

着座にて説明させていただきます。 

予算書の 201 ページをお開き願います。第

１条といたしまして、歳入歳出予算の総額は

歳入歳出それぞれ 9,671 万 6,000 円と定める

ものでございます。 

次に、第２条といたしまして、債務負担行

為でございます。205 ページを御覧ください。 

第２表、債務負担行為に記載のとおり、地方

自治法第 214 条の規定により債務負担行為を

設定するものでございます。 

次に、第３条につきましては、地方自治法

第 235 条の３第２項の規定による一時借入金

の借入れの最高額は 5,000 万円と定めるもの

でございます。 

それでは内容につきまして、歳出から主な

ものの御説明をいたします。予算説明資料は

216 ページ、予算書は 215 ページから 219 ペ

ージを御覧ください。 

小事業名、医療品管理事業として 1,560 万

円を計上しております。予算書該当のページ

は 217 ページです。前年度と比べまして 204

万円の減額となっております。減額の要因と

しましては、令和７年度予算において、コロ

ナワクチンやコロナウイルス用治療薬、帯状

疱疹ワクチンの購入、そのほか薬剤の価格高

騰を見込み７年度は増額しておりましたが、
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令和７年度の実績見込みを反映し、結果令和

８年度は減額となっております。 

続きまして、小事業名、医療用機械器具管

理事業として 391 万 8,000 円を計上しており

ます。予算書該当ページとしましては 218 ペ

ージでございます。前年度と比べまして 20

万 6,000 円の増額となっております。増額の

主な要因につきましては、レントゲン装置の

保守料の値上げや新たな医療用機械器具の借

上げによる増額となっております。 

また、歳入につきましては、予算書 213 ペ

ージを御覧ください。一般会計からの診療所

特別会計の繰入金でございますが、約 1,840

万円の減額となっております。主な要因とし

ましては、歳入において診療収入の増額約

1,130 万円。これは令和７年度の収入予算を

見積もる際、令和６年度の診療収入見込みを

もとに試算を行いますが、令和６年度におい

ては、上半期の収入が例年より少なかったた

め、令和７年度の収入予算を低く見積もって

いたことが要因となっております。また、歳

出におきましては、人事異動に伴う給与等の

減額約 540 万円、薬剤費の購入費の減額約

200 万円となっております。その結果、一般

会計から診療所特別会計への繰入金は

31.9％の大幅な減額となっております。 

説明は以上でございます。御審査いただき

御決定賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

当初予算説明資料の 216 ページの４番目の

医薬品管理事業なんですけど、これは例年と

同じようなインフルエンザとかなんかそうい

うものでしょうか。 

○委員長（池田忠史君） 

千歳保険課長。 

○保険課長（千歳あや乃君） 

保険課、千歳です。 

おっしゃるように、ワクチン接種用の薬剤

の購入であったり、普通診療を受けておりま

す際にお出しする様々な病気の治療のための

薬剤と、その購入費となっております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

じゃあ私から一つ。今同じところなんです

けど、医薬品で一時ちょっと確保できないよ

うな医薬品がちょこちょこありまして、ちょ

っと手に入らなかったということもあります

けれども、今現状は全て医薬品に関しては、

診療してお薬を出す分に関しては確保できて

いるということでよろしいですね。 

千歳保険課長。 

○保険課長（千歳あや乃君） 

保険課、千歳です。 

昨年、やはり入りにくい薬剤というのがあ

ったんですけれども、今現在も少し入りにく

いというような薬品は一つか二つございます。 

ただこれに関しては、処方する際に不足する

というような状況ではございません。 

そういうわけで、現在は薬剤としては、不

足する分はないというふうに思っております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

町政運営方針のどこだったかな調べきれな

いんで。歯科検診、なんか枠広げたかな。町

政運営方針に触れてなかったかな。私の勘違

いだったら、ごめんなさい。 

○委員長（池田忠史君） 

小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

生活福祉部の小森でございます。 

確かにこれは保健福祉センター、要は健康
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増進課が行う成人歯科検診の部分についての

拡大について触れてたような気がしますので、

実際問題うちの国保診療所においてもその検

診を受けていただくことにはなるんですけれ

ども、今ここで特別会計の中には、この経費

については入ってございませんので、はい。

入としては入ってくるんですけども。はい。 

以上でございます。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

  （「なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

では、質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

  （「なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 20 号議案、令和８年度豊能町国民健康

保険特別会計診療所施設勘定予算の件は、原

案のとおり可決と認めることに賛成の方は挙

手を願います。 

     （全員挙手） 

○委員長（池田忠史君） 

  挙手全員であります。 

よって、第 20 号議案は原案のとおり可決

されました。 

次に、第 21 号議案、令和８年度豊能町後

期高齢者医療特別会計予算の件を議題といた

します。 

提案理由の説明を求めます。 

古田課長補佐。 

○保険課課長補佐（古田貴恭君） 

はい。保険課、古田でございます。 

第 21 号議案、令和８年度豊能町後期高齢

者医療特別会計予算の件につきまして、提案

理由の御説明を申し上げます。着座にて説明

させていただきます。 

予算書の 229 ページをお開き願います。第

１条といたしまして、歳入歳出予算の総額は

歳入歳出それぞれ８億 8,234 万円と定めるも

のであります。 

それでは主な内容につきましてご説明をい

たします。予算説明資料の 217 ページを御覧

ください。 

大事業名１．後期高齢者医療事務事業につ

きましては、456 万 7,000 円の増額となって

おりますが、これは主に臨時事業として、子

ども・子育て支援金制度創設に係るシステム

改修に要する費用 460 万 4,000 円を計上した

ことなどによるものでございます。なお、こ

の費用と同じ額を国の補助金であります子ど

も・子育て支援事業費補助金として歳入予算

の国庫補助金に計上しております。 

大事業名２．後期高齢者医療徴収事務事業

でございます。保険料徴収事務におきまして、

滞納処分のための金融機関等への預貯金額照

会に係る手数料及び郵便料金の計上等により

増額となっております。 

大事業名３．後期高齢者医療広域連合納付

金事業につきましては、徴収した保険料を広

域連合に納付しておりますが、対象者の増、

２年ごとの保険料率の見直し並びに新たに賦

課される子ども・子育て支援納付金により増

額となっています。 

説明は以上でございます。御審査いただき

御決定賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（池田忠史君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

当初予算説明資料の 217 ページの３番目の

後期高齢者医療広域連合納付金事業。昨年に

比べて増額になっておりますけれども、これ

８億ってすごい額ですけど、特定財源につい

てますが、これは今後も増加していく見込み

で特定財源はつくのかどうかを伺います。 
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○委員長（池田忠史君） 

古田課長補佐。 

○保険課課長補佐（古田貴恭君） 

保険課、古田です。 

後期高齢者医療広域連合納付金事業の額で

ございますが、これは徴収しました保険料、

それを広域連合のほうにそのまま納付すると

いう形になりますので、ここで言います特定

財源というのは主に徴収した保険料というこ

とになります。 

今後ですけれども、特にこの令和８年度は、

２年に１度の保険料率の見直しがありました

ために、医療費分で約１億円増加が見込まれ

ることと、それから新たに創設されました子

ども・子育て納付金につきまして 1,600 万円

ほど増えるという要因がありましたので、大

幅な増加となっております。 

今後もですね、後期高齢者の加入者数、保

険の加入者数が増えていくことが想定されま

すので、今後ともですね、この増加傾向とい

うのは続くものと思われます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

   （「なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 21 号議案、令和８年度豊能町後期高齢

者医療特別会計予算の件は、原案のとおり可

決と認めることに賛成の方は挙手を願います。 

     （全員挙手） 

○委員長（池田忠史君） 

  挙手全員であります。 

よって、第 21 号議案は原案のとおり可決

されました。 

次に、第 22 号議案、令和８年度豊能町介

護保険特別会計事業勘定予算の件を議題とい

たします。 

提案理由の説明を求めます。 

加藤課長補佐。 

○保険課課長補佐（加藤剛志君） 

はい。保険課の加藤でございます。どうぞ

よろしくお願いをいたします。 

はい。私からはですね、第 22 号議案、令

和８年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予

算の件につきまして、提案の理由を御説明を

させていただきます。失礼して座らせていた

だきます。 

はい。SideBooks 内予算書 247 ページを御

覧ください。第１条といたしまして、歳入歳

出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 27 億

1,495万 6,000円と定めるものであります。 

第２条といたしまして、地方自治法第 235

条の３第２項の規定により、一時借入金の借

入れの最高額は１億円と定めるものでありま

す。 

また、第３条につきましては、地方自治法

第 220 条第２項ただし書の規定により、歳出

予算の各項の経費の金額を流用することがで

きるものにつきまして定めたものであります。 

それでは内容につきまして、予算説明資料

から主なものにつきまして御説明を差し上げ

ます。 

予算説明資料 218ページを御覧ください。 

大事業名の１番目、介護保険事務事業 860

万 9,000 円は、介護保険事業運営に係る事務

経費でございますが、次年度は令和７年度税

制改正に対応するため、システム改修がござ

いますので、その他諸経費も合わせまして

781万 5,000円の増額となってございます。 

４番目の介護保険介護認定審査会共同設置

事業 1,684 万円につきましては、池田市、能

勢町、豊能町の１市２町による介護認定審査

会の負担金でございます。本年度との差が

51 万 1,000 円見受けられますが、本年度は

12 月補正にてこの 51 万 1,000 円を計上をさ
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せていただきましたので、事業費としまして

は同額でございます。 

予算説明資料 219ページを御覧ください。 

６番目の介護保険計画運営事業 75万 7,000

円につきましては、本年度は第 10 期介護保

険事業計画及び高齢者保健福祉計画策定に係

ります業務委託料を計上させていただいてお

りましたが、２か年の業務委託てございます

ので、次年度は介護保険運営委員会の複数開

催を見込んだ委員報酬等の費用のみとなって

ございますので、本年度より 320 万 2,000 円

の減額となってございます。 

７番目から予算説明資料 220 ページの 24

番目までは保険給付費給付事業となります。 

こちらにつきましては、予算書 251 ページに、

合計額が記載されておりますので、そちらを

御覧ください。款２．保険給付費を御覧くだ

さい。令和６年度から令和８年度を対象とし

ております第９期介護保険事業計画における

推計値に基づきまして、総額で 24 億 3,006

万 5,000円を計上してございます。 

続きまして、予算説明資料 220 ページを御

覧ください。 

25 番目の介護保険給付関連事業、１億

4,149 万 3,000 円につきましては、保険給付

に係る大阪府国民健康保険連合会の審査支払

手数料の支払い、高額介護サービス費特定入

所者介護サービス費等の支給に要する費用と

なってございます。 

28 番目の介護保険運営事業、1,020 万

2,000 円につきましては、介護保険料の余剰

金の積立て、介護給付費国庫負担金等の過年

度の精算等に係る経費で、証券に係る基金運

用収入としまして 928 万 2,000 円を見込んで

おります。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山です。 

引き続きまして、介護保険特別会計事業勘

定のうち、健康増進課の主なものを御説明い

たします。着座にて説明させていただきます。 

予算説明資料 222ページを御覧ください。 

一番上の４番になりますが、包括的支援事

業でございます。こちらは地域包括支援セン

ターの運営業務として実施してきておりまし

たが、包括的支援事業と総合相談事業、権利

擁護事業、包括的・継続的ケアマネジメント

支援事業を、令和８年の４月から社会福祉法

人に委託するという形になりまして、従前の

経常的経費は 245 万 5,000 円と、新たに委託

するようになりました臨時的な経費が 2,900

約 40 万円となりまして、合計で 3,159 万

5,000円となっております。 

この事業の整理によりまして、従前ござい

ました総合相談事業は 241 万円と権利擁護に

係る費用が 76 万 7,000 円、包括的・継続的

ケアマネジメント事業が 44 万 2,000 円減額

となっております。それと４番目の包括的支

援事業本体のほうで、原案作成に係る負担金

と業務委託料で 1,070 万円ほどと、業務委託

料が 150 万円ほどの減額っていう形になって

おります。 

説明は以上でございます。御審査いただき、

御決定くださいますようよろしくお願いいた

します。 

○委員長（池田忠史君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

はい、林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

222ページの 10番の独居高齢者等見守り事

業というところで、予算が倍ほど上がってま

すけども、そして財源も入ってるということ

なんですけども、これの増額の要因というも

のをお願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 



72 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課、秋山でございます。 

こちらのほうは高齢者の見守り事業という

ことで、民間事業者に委託をしまして実施し

ている事業でございますが、委託の単価のほ

うが従前は町の負担分のみ計上しておったん

ですけども、契約っていいますか支払いの都

合で、社協の負担分も合わせて一旦町が負担

して、社協分は後ほど入で入るという形にな

りましたので、単純に単価が２倍になるって

いうような形と、あと人数ももともと 150 人

の設定でおりましたが、ちょっと増えてきて

いるような感じですので、170 名っていう形

で増やしております。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

はい、秋元委員。 

○委員（秋元美智子君） 

218 ページの２なんですけども、滞納者へ

督促状を送るとかっていう文面書いてんです

が、これ一番増やしてる要因は何ですか。滞

納者が増えてるというふうに単純に考えてい

いものかどうかお尋ねします。 

○委員長（池田忠史君） 

千歳保険課長。 

○保険課長（千歳あや乃君） 

保険課、千歳です。 

おっしゃるように滞納者が増えているとい

うことではなくてですね、実は最近、滞納者

の状況ですね、預金調査であったりだとか、

督促状、催告状の送付といったような際にで

すね、銀行に調査をかける手数料っていうの

がかかるようになってまいりました。それと

督促状、催告状送る際の郵便代というのも去

年から上がっておりますので、それで今回増

額という形で予算計上させていただいており

ます。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

当初予算説明資料の 222 ページの５番目の

在宅医療・介護連携推進事業。これが減額に

なっている要因を伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

岡本健康増進課長。 

○健康増進課長（岡本めぐみ君） 

はい。健康増進課、岡本です。 

こちらは在宅医療と介護連携ということで、

医療と介護の連携を進む、円滑にしていくと

いう取組なんですけれども。これまでの事業

としましては、講演会とかシンポジウムの開

催ということで予定をしておりまして、今後

も引き続きこれは実施するんですけれども、

今までの実際に使った額等の実績によりまし

て、ちょっと今回見直して、必要なものを計

上したということで減額としております。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございまんか。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

同じく 222 ページの４番なんですけども。

この運営業務っていう運営業務されるこの場

所っていうのと、何人ぐらいでこれを支援セ

ンターをされていくのかなということをちょ

っとお聞きいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

秋山課長補佐。 

○健康増進課課長補佐（秋山力政君） 

はい。健康増進課の秋山でございます。 

場所のほうは、今まで生き生きデイサービ

スセンターということで、デイサービスを通

所型のデイサービス事業を提供していた場所

で、生き生きふれあいホールっていうところ

にあります。豊寿荘の前になりますけれども、

そちらのほうで事務所を設置してもらうとい

う形になっております。職員の方は５人で、
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基本５人で対応していただくというような形

になっております。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかよろしい、よろしいですか。 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

   （「なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

  討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 22 号議案、令和８年度豊能町介護保険

特別会計事業勘定予算の件は、原案のとおり

可決と認めることに賛成の方は挙手を願いま

す。 

     （全員挙手） 

○委員長（池田忠史君） 

  挙手全員であります。 

よって、第 22 号議案は原案のとおり可決

されました。 

では、一旦休憩を取らしていただいて、入

れ替わりのタイミングちょっと休憩を取らせ

ていただきます。 

再開を 40分とさせていただきます。 

  （午後４時 33分 休憩） 

  （午後４時 40分 再開） 

○委員長（池田忠史君） 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

続いて、第 23 号議案、令和８年度豊能町

下水道事業会計予算の件を議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課の吉澤です。よろしくお願いします。 

それでは、第 23 号議案、令和８年度豊能

町下水道事業会計予算について、着座にて御

説明させていただきます。失礼します。 

予算書を御覧ください。概要につきまして

は、本会議にて御説明しましたので、予算書

の６ページからの令和８年度当初予算実施計

画以降につきまして、要点説明をさせていた

だきます。 

豊能町下水道事業会計予算書の６ページを

御覧ください。収益的収入及び支出になりま

す。こちらにつきましては、単年度の経常的

な経営活動の予定を示すもので、現金の収支

の有無にかかわらず、発生の事実に基づき計

上するものです。 

まず収入ですが、款１の下水道事業収益と

しまして 13 億 994 万 5,000 円を計上してい

ます。項１の営業収益では２億 5,249 万

8,000 円を計上し、主なものとしましては、

目１の下水道使用料として２億 4,133 万

1,000 円、目３の雨水処理に関する一般会計

の負担金として 972 万 8,000 円を計上してお

ります。次に、項２の営業外収益につきまし

ては 10 億 5,744 万 7,000 円を計上し、主な

ものは、目２の下水道事業運営に関する一般

会計の負担金として１億 2,505 万 4,000 円、

目３の長期前受金戻入として９億 3,236 万

3,000 円で、これは減価償却に伴います国庫

補助金などの前受分を戻し入れするものです。 

続いて、予算書の７ページを御覧ください。 

次に支出のほうになります。款１の下水道事

業費用としまして 12 億 8,292 万円を計上し

ています。項１の営業費用で 12 億 4,998 万

2,000 円を計上し、主なものとして、目１の

管渠費として下水処理場の費用などの流域下

水道負担金や菅渠マンホールポンプの点検清

掃委託料、光熱水費などで１億 4,400 万

4,000 円を計上し、目２のポンプ場費として、

ときわ台中継ポンプ場の管理委託料や光熱水

費などで 1,284 万 7,000 円を、目３の浄化槽

費として、浄化槽の修繕や点検清掃委託料な

どで 833 万 6,000 円、目４の総係費として、

営業事務の経費及び下水道使用料の徴収委託

業務などとして 5,234 万 4,000 円を、目５の

減価償却費で 10 億 3,245 万 1,000 円を計上

しております。また、項２の営業外費用で
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3,193 万 8,000 円を計上し、目１の企業債の

利息で 1,993 万 8,000 円、目２の消費税で

1,200 万円を計上しています。次に、項３の

予備費として 100万円を計上しています。 

続きまして、予算書の８ページを御覧くだ

さい。次は資本的収入及び支出になります。 

こちらにつきましては、投資的活動の予定を

お示ししているものです。 

まず収入ですが、款１の資本的収入としま

して１億 4,901 万 6,000 円を計上し、主なも

のとして、項２の国庫補助金で 1,000万円。 

これはストックマネジメント事業に関する社

会資本整備総合交付金として計上しているも

のです。項３の一般会計繰入金は、下水道事

業運営に関する一般会計からの繰入金で

1,721 万 4,000 円です。項４の基金繰入金は、

下水道建設基金及び下水道債管理基金からの

繰入金で 1,050 万 1,000 円を計上しておりま

す。項５の企業債は、下水道債や資本費平準

化債など１億 1,130万円を計上しています。 

続きまして、予算書９ページを御覧くださ

い。次は支出の項目になります。款１の資本

的支出として２億 5,186 万 4,000 円を計上し

ています。項１の建設改良費として１億

2,483 万 5,000 円で、目１の管渠建設改良費

として 8,315万 2,000円を計上しています。 

主なものとして、ストックマネジメント事業

の点検調査委託や改築更新工事費、マンホー

ルポンプに関する機器の更新費用などです。 

目２のポンプ場建設改良費として 700 万円を

計上し、これはときわ台中継ポンプ場の機器

整備の費用として計上しております。目４の

流域下水道建設負担金として 3,368 万 3,000

円を計上しています。次に、項３の企業債償

還金で１億 2,684 万 8,000 円を企業債の元金

償還分として計上しています。 

続きまして、予算書の 10 ページを御覧く

ださい。令和８年度豊能町下水道事業予定キ

ャッシュ・フロー計算書について御説明しま

す。キャッシュ・フロー計算書は、令和８年

４月１日から令和９年３月 31 日までの１年

間の現金の増減を、１の業務活動、２の投資

活動、それから３の財務活動の３つに区分し

て表示したものです。豊能町下水道事業会計

の令和８年４月１日の期首から令和９年３月

31 日の期末までの動きとして、10 ページの

右下の３億 4,286 万 6,000 円が現金として残

る計算になっております。これにつきまして

は、17 ページの貸借対照表の現金預金に対

応しております。 

次に、予算書 11 ページから 15 ページにつ

きましては、給与費明細書で下水道事業に関

わる職員の数や給与関係を記載しております。 

続いては、予算書 16 ページを御覧くださ

い。ここは債務負担行為に関する調書になっ

ております。 

続きまして 17 ページを御覧ください。令

和８年度豊能町下水道事業予定貸借対照表に

なります。これは予算における経営活動を実

施した場合に、令和９年３月 31 日時点で財

政状況の見込みをお示ししたものです。資産、

負債、資本、それぞれ項目別にお示しをして

おります内訳ごとに予算化したものをお示し

しております。 

続きまして予算書 18 ページを御覧くださ

い。令和７年度豊能町下水道事業予定損益計

算書になります。こちらは前年度の収益的収

入及び支出の収支を表すものになりまして、

経営成績等を表示しています。経営利益の

5,785万円から予備費の 90万 9,000円を差し

引いた金額 5,694 万 1,000 円の黒字を見込ん

でいます。 

続いて予算書 19 ページを御覧ください。

令和７年度豊能町下水道事業予定貸借対照表

になります。こちらは前年度予算における経

営活動を実施した結果として、令和８年３月

31 日時点での財政状況の見込みをお示しす

るものです。資産の内訳を負債と資本に分け
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た状況を示しています。 

最後に予算書 20 ページから 22 ページを御

覧ください。令和７年度の会計方針や手続に

関する注記になっております。 

21 ページの２．セグメント情報としまし

て、豊能町下水道事業会計を公共下水道事業、

特定環境保全公共下水道事業、個別排水処理

事業の３つの事業項目に分けて、（１）では

それぞれの事業の概要を、（２）では事業ご

との営業収益などを記載しております。 

建設課からの説明は以上です。御審査いた

だき、御決定くださいますようよろしくお願

いします。 

○委員長（池田忠史君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

林委員。 

○委員（林 和利君） 

林です。 

９ページの試算表なんですけども、支出の

ところで、ポンプ場建設はときわ台のほう中

継地点ということで伺いました。 

その下の固定資産購入費というところの

100 万円で、工事器具及び備品ってあるんで

すけども、どんな器具を買って備品としてそ

ろえていくのか。 

お願いいたします。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課の吉澤です。 

下水道のマンホールとかが詰まったりとか

というお問い合わせ等が特にあります。また、

道路上にありますマンホールとかでもそうい

うのがあったりしますので、その時に直営部

隊でまず見に行きまして、簡易な清掃等で済

む場合にはそれでやっております。それでち

ょっと難しい場合には業者さんにお願いする

ということで、その洗浄する際の高圧洗浄機

が今ありませんので、それを購入しようと思

っているところです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

寺脇副委員長。 

○副委員長（寺脇直子君） 

４ページ、債務負担行為、後ろのほうにも

ありますけども、この有毒ガス検知器リース

事業、令和８年から令和 12 年ということで

すけども、この事業について伺います。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課の吉澤です。 

今、日本全国でもいろいろ直営でやったり、

業者に頼んだりとかで、マンホールの中に入

ったりとかして清掃や改修工事とかしてます。 

その際に有毒ガスが発生して、そのガスによ

ってけがをされたり亡くなってる方がたくさ

んいらっしゃいます。そういうことで、国の

ほうから通達がありまして、そのようなマン

ホール等の調査をする場合には、含有の空気

の濃度とかを調べるようにというふうに言わ

れてますので、その関係で、次年度からです

ね、そのガスの検知、それから濃度とかを調

べれるような機械をリースできないかという

ことで予算計上させていただいたところです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

才脇委員。 

○委員（才脇明美君） 

年に１回か２年に１回ぐらいちょっと見に

来てくれはるんですよね、うちの下の畑のと

ころにランプが付いてて。 

それはどこに当たるんですか、この支出の

ところの。 

○委員長（池田忠史君） 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 
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建設課の吉澤です。 

７ページの支出の項目の下水道事業費用、

款１．下水道事業費用、項１．営業費用、目

１．管渠費の中の委託料とかでですね、マン

ホールポンプの点検等をさせていただいてる

というところです。 

以上です。 

○委員長（池田忠史君） 

私から１点。直営でするのはもう簡易的な

ものだと思うんでそこまで要らないのだと思

うんですけど、大型の工事の場合だとマンホ

ールとかの工事の場合、酸素を入れたりする

機械があったりとかもあるんですけど、そん

な機械まで購入するような予定は別にないと

いうことですね。 

吉澤建設課長。 

○建設課長（吉澤 亘君） 

建設課、吉澤です。 

すいません。結構大掛かりな工事になりま

すので、それではちょっと直営でするには人

数的にも無理ですし、設備も余りありません

ので、といって直営でできるからといって、

その機械を購入する予定は今のところはござ

いません。 

○委員長（池田忠史君） 

ほかございませんか。 

よろしい、よろしいですか。 

    （「はい」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

はい。ないようですので、本件に対する質

疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

  （「なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

  討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

第 23 号議案、令和８年度豊能町下水道事

業会計予算の件は、原案のとおり可決と認め

ることに賛成の方は挙手を願います。 

     （全員挙手） 

○委員長（池田忠史君） 

  挙手全員であります。 

よって、第 23 号議案は原案のとおり可決

されました。 

以上で、予算特別委員会に付された案件は

全て終了いたしました。 

よって、閉会したいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

  （「異議なし」の声あり） 

○委員長（池田忠史君） 

  異議なしと認めます。 

よって、本委員会は閉会することに決定い

たしました。 

本委員会の閉会に当たり、町長から挨拶が

あります。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

予算特別委員会の閉会に当たりまして、一

言御挨拶を申し上げさせていただきます。 

提案をさせていただきました令和８年度予

算に対しまして、慎重に御審査を賜りまして、

また適切に御決定をいただきました。誠にあ

りがとうございました。 

この間ですねたくさんの御意見等々をいた

だきました。執行のときにはしっかりとです

ね配慮させていただきたいと思ってございま

す。引き続きのですね御支援、それから御協

力お力添えをいただきますようにお願いを申

し上げまして、簡単ではございますが閉会に

当たりましての御挨拶とさせていただきます。 

昨日、今日、長丁場本当にありがとうござ

いました。 

○委員長（池田忠史君） 

これをもちまして、令和８年豊能町議会３

月定例会議予算特別委員会を閉会いたします。 

皆様お疲れ様でした。 

 

午後４時 58分 閉会 
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